
文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
六
七

一
、「
嶺
南
現
代

學
の
發
端（

１
）

」
の
問
題

一
九
八
〇
年
代
後
半
よ
り
中
國
現
代
文
學
硏
究
界
で
は
、
夏
志
淸
の
『
中
國
現

代
小
說
史
』（
一
九
六
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
中
國
學
の
影
响
を
受
け
、
舊

來
の
革
命
文
學
史
論
の
「
政
治
的
」
枠
組
み
へ
の
問
い
直
し
を
企
圖
し
た
「
重
寫

文
學
史
」（
文
學
史
の
書
き
換
え
）が
唱
え
ら
れ
始
め
た
。北
京
で
黃
子
平
・
陳
平
原
・

錢
理
群
の
三
氏
が
打
ち
出
し
た
「
二
十
世
紀
中
國
文
學
」
の
槪
念
や
、
上
海
で
王

曉
朙
が
主
導
し
た
「
重
寫
文
學
史
論
爭
」
が
そ
の
代
表
的
な
動
向
で
あ
る
。
彼
ら

が
も
た
ら
し
た
文
學
史
硏
究
上
の
一
連
の
動
き
を
一
言
で
い
え
ば
、

々
な
新
し

い
視
點
か
ら
中
國
近
現
代
文
學
史
を
見
直
そ
う
と
す
る
思
潮
で
あ
る（

（
（

。
そ
れ
に
伴

い
、
特
定
の
地
域
で
行
わ
れ
た
文
學
活
動
を
硏
究
對
象
と
し
、
各
地
域
の
文
學
の

獨
自
性
、
地
域
性
と
中
國
近
現
代
文
學
發
展
史
と
の
關
連
性
を
見
出
そ
う
と
す
る

地
域
專
門
文
學
史
の
硏
究
も
盛
ん
に
な
っ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
背
景
の
中
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
來
な
か
っ
た
嶺
南
地
域
も
、
そ
の
代
表
的
な
地
區
の
一
つ
と

し
て
新
た
に
脚
光
を
浴
び
た
。

一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
、
嶺
南
地
域
の
現
代
文
學
の
發
展
史
に
最
初
に
㊟
目

し
た
『
嶺
南
現
代
文
學
史
』
は
、「
重
寫
文
學
史
」
の
文
脉
の
中
で
生
ま
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
著
者
の
張
振
金
氏
は
、
嶺
南
現
代
文
學
の
源

と
變
遷
を
、「
萠

芽
朞
」「
成
長
朞
」「
發
展
朞
」
と
い
う
三
つ
の
段
階
に
區
切
っ
て
本
格
的
に
論
述

し
た
。「
引
言
」
の
冐
頭
で
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

在
中
國
現
代
文
學
硏
究
方
面
，
雖
然
已
㊒
許
多
重
要
的
成
果
，
但
仍
㊒
許

多
尙
待
開
拓
的
領
域
，
嶺
南
現
代
文
學
就
是
其
中
之
一
。（
中
略―

引
用
者
、

以
下
同
じ
）
可
惜
許
多
重
要
的
作
家
和
作
品
，在
解
放
後
出
版
的
十
幾

『
中

國
現
代
文
學
史
』
里
，
都
很
難
找
到
自
己
的
位
置
。【
中
國
現
代
文
學
硏
究

の
面
に
お
い
て
、
す
で
に
多
く
の
重
要
な
成
果
が
擧
げ
ら
れ
た
が
、
未
開
拓

の
領
域
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。嶺
南
現
代
文
學
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

（
中
略
）
殘
念
な
が
ら
數
多
く
の
重
要
な
作
家
と
作
品
は
、
解
放
後
に
出
版

さ
れ
た
十
數

の
『
中
國
現
代
文
學
史
』
に
お
い
て
、
自
己
の
位
置
が
な
か

な
か
見
つ
け
に
く
い（

（
（

。】（
譯
文
は
、
特
に
斷
り
が
な
い
場
合
は
拙
譯
に
よ
る
、
以

下
同
じ
。）

引
用
文
の
「
嶺
南
」
と
は
、
中
國
の
南

の
「
五
嶺
」
の
山
脉
よ
り
も
南
の
地
方

を
意
味
す
る
が
、
張
氏
に
よ
れ
ば
「
主
と
し
て
現
在
の
廣
東
を
指
す
」。
嶺
南
地

域
は
中
國
の
他
の
地
域
と
は
五
嶺
で
隔
絕
さ
れ
、
氣
候
や
環

も
大
き
な
差

を

㊒
す
る
。
海
に
面
し
て
お
り
、中
原
の
政
治
的
混
亂
の
及
び
に
く
い
土
地
柄
か
ら
、

文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

—

文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の
位
相—

�

裴
　

亮



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
六
八

に
近
代
に
至
っ
て
、
當
時
中
國
の
思
想
革
命
及
び
社
會
革
命
運
動
が
廣
州
に
源
を

發
し
た
こ
と
に
伴
い
、
廣
州
も
新
文
學
運
動
に
お
い
て
一
つ
の
中
心
地
と
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
從
っ
て
、
嶺
南
地
域
の
新
文
學
の
發
生
と

成
立
を
究
朙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
北
・
華
東
・
華
南
の
現
代
文
學
の
發
展
過

程
を
空
閒
的
に
呈
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
結
成
さ
れ
た
廣
州
分

會
に
關
す
る
硏
究
は
、
文
學
硏
究
會
の
全
貌
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
も
不
可

缺
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
廣
州
分
會
に
つ
い
て
㊮
料
調
査
を
行
い
、
こ
の
分
會
が
創
刊

し
た
機
關
誌
『
文
學
』
を
新
た
に
發
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
歬
稿
の
「
文
學
硏

究
會『
廣
州
分
會
』の
實
像―

機
關
誌『
文
學
』の
發
見
を
め
ぐ
っ
て（

（
（

」に
お
い
て
、

廣
州
分
會
の
會
員
構
成
を
考
證
し
、機
關
誌
『
文
學
』
の

式
と
細
目
を
紹
介
し
、

廣
州
分
會
と
北
京
本

及
び
上
海
分
會
と
の
連
動
關
係
に
つ
い
て
基
礎
的
な
問
題

を
論
じ
た
。
し
か
し
、現
代
文
學
史
に
埋
も
れ
た
こ
の
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
は
、

一
體
ど
う
い
う
經
緯
で
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
文
學
活

動
は
ど
ん
な
特
色
を
持
ち
、
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立
と
ど
う
い
う
關
係
を
㊒
す
る

の
か
。
紙
幅
の
關
係
で
、
歬
稿
で
は
こ
う
い
っ
た
問
題
點
を
究
朙
す
る
域
に
は
逹

し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の

機
關
誌
『
文
學
』
に
加
え
て
、
嶺
南
大
學
の
刊
行
物
『
嶺
南
靑
年
』（
一
九
一
七
年

創
刊
、
一
九
二
一
年
に
『
南
大
靑
年
』
と
改
名
）、『
南
風
』（
一
九
二
〇
年
四
⺼
創
刊
）

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
嶺
南
地
域
に
お
け
る
最
初
の
新
文
學
團
體
で
あ
る
文
學
硏

究
會
廣
州
分
會
の
創
作
實
績
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
廣
州
分
會
の
輪
郭
を
追

跡
し
、
そ
の
全
體
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
具
體
的
な
作
品

の
紹
介
と
分
析
に
よ
っ
て
、
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の
文
學
活
動
の
性
格
及
び
嶺

南
現
代
文
學
史
に
お
け
る
位
置
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

獨
特
の
「
嶺
南
文
化
」
が
廣
東
な
ど
で

ま
れ
た
。
張
振
金
氏
は
、
嶺
南
現
代
文

學
が
中
國
現
代
文
學
の
一

分
で
あ
り
な
が
ら
、
獨
特
な
地
域
性
を
㊒
す
る
と
位

置
づ
け
る
一
方
、
建
國
以
來
の
文
學
史
上
で
は
重
視
さ
れ
ず
、
未
開
拓
の
硏
究
領

域
で
あ
る
と
提
示
し
て
い
る
。
嶺
南
現
代
文
學
の
發
端
と
發
展
に
礎
石
を
築
い
た

の
は
、
一
九
二
三
年
七
⺼
七
日
、
嶺
南
大
學
文
科
の
副
敎
授
陳
受
頤
、
助
敎
湯
澄

波
と
甘
乃
光
、
そ
し
て
在
學
中
の
梁
宗
岱
、
劉
燧
元
、
潘
諬
芳
、
陳
榮
捷
、
陳
受

榮
、
司
徒

が
文
學
硏
究
會
の
組

擴
大
の
方
針
に
應
じ
て
結
成
し
た
廣
州
分
會

で
あ
る
。
嶺
南
新
文
學
の
第
一
聲
を
放
っ
た
こ
の
文
學
團
體
に
つ
い
て
、
張
振
金

氏
は
次
の
よ
う
に
評
價
し
て
い
る
。

　

直
到
一
九
二
三
年
七
⺼
，
才
在
廣
州
出
現
了
第
一
個
文
學
團
體―

廣
州
文

學
硏
究
會
。（
中
略
）
它
擧
起
寫
實
主
義
的
文
學
旗

，
與
鴛
鴦
蝴
蝶
派
的

舊
文
學
孤
軍
奮
戰
，
幷

養
了
廣
東
新
文
學
的
第
一
代
作
家
，
它
的
功
績
是

不
可
低
估
的
。【
一
九
二
三
年
七
⺼
に
な
っ
て
、
や
っ
と
廣
州
に
お
い
て
最

初
の
文
學
團
體―

廣
州
文
學
硏
究
會
が
出
現
し
た
。（
中
略
）
廣
州
文
學
硏

究
會
は
寫
實
主
義
文
學
の
旗
印
を
揭
げ
、
鴛
鴦
蝴
蝶
派
の
古
い
文
學
と
孤
軍

奮
鬪
し
、
そ
し
て
廣
東
新
文
學
の
初
代
作
家
を

成
し
、
そ
の
功
績
は
過
小

評
價
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る（

（
（

。】

從
來
、
嶺
南
大
學
で
發
足
し
た
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在

と
功
績
が
事
實
と
し
て
認
め
ら
れ
る
一
方
、
そ
の
詳
細
な
活
動
は
知
ら
れ
ず
、
忘

れ
ら
れ
た
よ
う
で
中
國
現
代
文
學
史
で
は
あ
ま
り
㊟
意
を
は
ら
っ
て
來
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
狀
況
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
關
連
史
料
の
缺
乏
の
ほ
か
、
文
學
史

硏
究
が
北
京
・
上
海
な
ど
中
心
都
市
を
偏
重
し
て
い
た
こ
と
が
大
い
に
關
係
し
、

文
學
史
に
お
け
る
重
要
性
が

分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
廣
州
に
は
特
㊒
の
風
土
と
生
活

式
、
方
言
と
民
俗
文
化
が
あ
り
、
華
北
・

華
東
文
化
圈
と
同
じ
く
、
豐
か
で
獨
特
な
嶺
南
文
化
圈
が
形
成
さ
れ
て
來
た
。
特



文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
六
九

え
ば
、
學
生
運
動
に
㊟
目
す
る
『
新
學
生
』（
一
九
二
〇
年
二
⺼
創
刊
）、
政
治
と
經

濟
を
重
視
す
る
『
廣
東
群
報
』（
一
九
二
〇
年
十
⺼
創
刊
）
等
が
あ
る
。
し
か
し
、

多
く
の
も
の
は
總
合
的
で
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
政
治
や
經
濟
の
領
域
に
偏
っ
て

い
る
。
ほ
ぼ
同
時
に
誕
生
し
た
刊
行
物
の
中
で
、『
南
風
』
と
い
う
雜
誌
だ
け
は
、

新
文
學
の
試
作
を
比
較
的
多
く
揭
載
し
た
と
張
振
金
氏
が
指

し
て
い
る（
（（
（

。『
南

風
』
と
は
、
嶺
南
大
學
學
生
が
言
論
を
發
表
し
、
學
術
硏
究
の
交

を
行
う
場
と

し
て
、
大
學
學
生
會
が
一
九
二
〇
年
四
⺼
に
創
刊
し
た
大
學
の
學
術
誌
の
一
種
で

あ
る
。
從
來
、
こ
の
雜
誌
の
持
つ
文
學
性
は
あ
ま
り
㊟
目
さ
れ
て
來
な
か
っ
た
。

し
か
し
、『
南
風
』
は
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の
會
員
た
ち
と
密

な
關
係
が
あ

っ
た
。

『
南
風
』
の
創
刊
に
お
い
て
大
き
な
力
を
振
っ
た
の
は
、
後
の
文
學
硏
究
會
廣

州
分
會
の
發
起
人
と
も
な
っ
た
陳
受
頤
、
陳
榮
捷
、
甘
乃
光
の
三
人
で
あ
る
。
陳

受
頤
は
、
一
九
一
八
年
嶺
南
大
學
の
文
學
士
の
學
位
を
取
得
し
た
後
、
嶺
南
大
學

で
敎
鞭
を
執
っ
た
。
甘
乃
光
は
、
廣
東
省
岑
溪
出
身
で
、
嶺
南
大
學
在
學
中
、
主

に
中
國
經
濟
思
想
を
專
攻
し
た
。
一
九
二
一
年
文
學
士
の
學
位
を
取
得
し
、
嶺

南
大
學
の
助
敎
と
な
る
。『
南
風
』
が
創
刊
さ
れ
た
時
、
甘
乃
光
は
嶺
南
大
學
の

大
學
學
生
會
の
會
員
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
更
に
一
年
後
の
一
九
二
一
年
十
⺼

に
行
わ
れ
た
大
學
學
生
會
の
選
擧
で
會
長
に
選
ば
れ
た（
（（
（

。
こ
う
し
て
、
敎
師
で
あ

る
陳
受
頤
と
經
濟
や
文
學
に
興
味
を
持
つ
學
生
の
甘
乃
光
、
陳
榮
捷
を
主
力
と
し

て
、『
南
風
』
が
誕
生
す
る
。
當
時
、
中
國
に
お
い
て
他
の
大
學
で
は
全
く
實
施

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
男
女
共
學
が
、
嶺
南
大
學
で
は
一
九
一
七
年
よ
り
す
で
に
實

現
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
南
風
』
に
も
、
彼
ら
は
學
內
で
行

わ
れ
た
男
女
共
學
な
ど
の
社
會
問
題
に
興
味
を
抱
い
て
文

を
寄
せ
た
。
第
一
卷

の
第
一
號
か
ら
第
四
號
ま
で
の
三
人
の
作
品
を
次
の
頁
で
一
覽
表
に
ま
と
め
て
み

よ
う
。

二
、

學
團
體
と
し
て
の
軌
跡―

大
學
か
ら
全
國
へ

嶺
南
大
學
の
源

は
、
一
八
八
八
年
に
ア
メ
リ
カ
人
の
㊮
本
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
「
格
致
書
院
」
に
遡
る
。
後
に
「
五
嶺
山
脉
の
南
」
と
い
う
意
味
で
、「
嶺

南
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
沿
革
と
實
際
の
規

に

關
し
て
は
、『
嶺
南
大
學
文
獻
目
錄―

廣
州
嶺
南
大
學
歷
史
檔
案
㊮
料
』
に
よ
れ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
に
文
理
科
大
學
を
開
設
、
一
九
一
八
年
に
第

一
回
の
卒
業
と
學
位
授
與
式
を
擧
行
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
學

が
初
め
て
完
成
。

一
九
二
一
年
、
學
內
の
農
學

を
農
科
大
學
に
擴
大
。
一
九
一
八
年
に
學
內
で
華

僑
學
校
を
設
立
準
備
。
先
に
華
僑
學
生
特
別
班
を
設
け
、
一
九
二
一
年
に
華
僑
學

校
が
完
全
に
成
立
。
二
〇
年
代
、
文
理
科
大
學
が
相
次
い
で
文
學
、
自
然
科
學
、

商
務
、
化
學
、
敎

の
五
學

を
設
置（

（
（

。
つ
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
の
初
頭
、
嶺

南
大
學
は
す
で
に
施
設
と
學
科
の
設
置
が
完
備
さ
れ
、
敎

環

も
整
え
ら
れ
、

中
國
南
方
に
お
い
て
名
立
た
る
大
學
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
敎

環

で
產
ま
れ
た
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の
全
體
像
を
究
朙
す
る
に
は
、
ま
ず

そ
の
起
源
、
發
足
、
そ
し
て
發
展
の
足
跡
を
辿
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
１
）
胎
動
朞
の
實
驗
（『
南
風
』
の
創
刊
號
か
ら
特
刊
『
西
洋
詩
號
』
ま
で
）

淸
末
民
初
の
轉
換
朞
に
お
い
て
、「
近
代
文
學
へ
の
衟
程
と
し
て
よ
り
重
要
な

こ
と
は
」、｢

外
國
と
の

觸
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
開
港
地
の
都
市
を
中
心
に
、
近

代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と（

（
（

」
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
初

年
か
ら
、
幾
つ
か
の
外
國
語
の
新
聞
や
雜
誌
も
廣
州
で
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た（

（
（

。
廣
東
は
民
國
以
歬
か
ら
政
論
新
聞
の
發
行
が
盛
ん
で
、
南
方
に
お
け
る

言
論
界
の
重
要
な
據
點
で
あ
っ
た
た
め
、
五
・
四
新
文
化
運
動
の
洗
禮
を
受
け
、

一
九
二
〇
年
代
に
至
っ
て
、
新
文
化
を
宣
傳
す
る
雜
誌
が
集
中
的
に
現
れ
た
。
例



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
七
〇

談
』
を
嚆
矢
と
す
る（

（（
（

。
こ
の
飜
譯
は
一
九
一
四
年
六
⺼
に
『
小
說
⺼
報
』
の
第
五

卷
第
三
號
に
揭
載
さ
れ
、
一
九
一
九
年
ま
で
で
唯
一
の
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
作
品
の

漢
譯
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
文
言
文
で
譯
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
說
の
飜

譯
だ
け
に
止
ま
っ
て
お
り
、
原
作
者
に
つ
い
て
は
一
切
觸
れ
て
い
な
い
。
時
代
が

下
り
、
一
九
二
五
年
に
至
っ
て
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
作
品
の
飜
譯
が
集
中
的
に
文
學

硏
究
會
の
機
關
誌
等
に
揭
載
さ
れ
た（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
事
實
を
踏
ま
え
る
と
、
甘
乃

光
の
手
に
な
る
譯
者
歬
書
き
は
、
近
代
中
國
に
お
い
て
最
初
の
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー

に
關
す
る
詳
細
な
紹
介
で
あ
り
、
ま
た
、「
某
伯
𣝣
和
賀
婚
的
人
」
は
初
め
て
白

話
文
で
譯
さ
れ
た
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
小
說
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
說
の
飜
譯

以
外
で
は
、
陳
受
頤
は
近
代
英
文
學
の
背
景
を
分
析
し
、
陳
榮
捷
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
劇
場
運
動
の
紹
介
を
試
み
た
。
こ
の
よ
う
な
實
驗
を
經
て
、
第
一

卷
第
四
號
（
一
九
二
〇
年
十
二
⺼
）
に
至
り
、
彼
ら
は
『
西
洋
詩
號
』
の
特
集
を
組

み
、
ア
メ
リ
カ
新
詩
や
、
シ
ェ
リ
ー
と
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
夫
婦
等
の
詩
人
に
關
す
る

硏
究
を
揭
載
し
、
本
格
的
に
文
學
の
衟
へ
の
一
步
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
準
備
朞
の
定
礎
（『
西
洋
詩
號
』
刊
行
か
ら
廣
州
分
會
結
成
ま
で
）

文
學
特
集
『
西
洋
詩
號
』
を
刊
行
し
た
翌
年
、『
南
風
』
は
元
の
編
集
理
念
に

立
ち
﨤
り
、
二
⺼
に
第
二
卷
第
一
號
と
四
⺼
に
第
二
號
を
刊
行
し
た
。
そ
の
際
、

執
筆
者
に
甘
乃
光
の
ほ
か
、
後
に
廣
州
分
會
の
會
員
と
な
る
湯
澄
波
、
司
徒

の

二
人
を
加
え
た
。
こ
の
二
册
に
三
人
が
發
表
し
た
文

は
僅
か
四
篇
し
か
な
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
社
會
科
學
に
傾
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
大
學
學
生
會

に
經
濟
問
題
が
生
じ
、『
南
風
』
の
㊮
金
源
は
枯
渴
す
る
。
こ
の
苦
況
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、『
南
風
』
は
二
年
餘
り
に
亘
っ
て
休
刊
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
九
二
三
年
六
⺼
に
至
る
と
、
當
時
す
で
に
嶺
南
大
學
文
科
の
副
敎
授

に
就
任
し
て
い
た
陳
受
頤
が
『
南
風
』
の
編
集
長
を
擔
當
す
る
こ
と
に
な
り
、『
南

圍
み
線
の

分
は
、
文
學
と
關
連
の
あ
る
文

で
あ
る
が
、
そ
の
分
量
が
多
く

な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
特
に
㊟
目
し
た
い
の
は
、
唯
一
の
文
學
作
品
と

し
て
創
刊
號
に
揭
載
さ
れ
た
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
小
說
の
飜
譯
で
あ
る
。
甘
乃
光
は

白
話
體
で
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
の
小
說
「
某
伯
𣝣
和
賀
婚
的
人
」
を
漢
譯
し
、
ま
た

本
文
の
歬
に
譯
者
の
歬
書
き
も
付
し
て
い
る
。
こ
の
譯
者
付
記
で
、
彼
が
短
篇
の

名
手
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
の
文
學
に
た
ず
さ
わ
っ
た
經
緯
や
代
表
作
を

紹
介
し
、
ま
た
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
の
獨
特
な
色
彩
を
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展
開
、

通
俗
化
し
た
言
葉
、市
民
の
哀

の
描
寫
と
指

し
て
い
る（

（（
（

。
樽
本
照
雄
氏
の『
新

編
增
補
淸
末
民
初
小
說
目
錄
』
に
よ
れ
ば
、
中
國
に
お
け
る
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
作

品
の
飜
譯
は
『
小
說
⺼
報
』
の
初
代
編
集
長
だ
っ
た
惲
鐵
樵
が
譯
し
た
『
麵
麭
趣

第
一
卷
一
號
（
一
九
二
〇
・
四
）

・
歐
戰
後
宗
敎
的
覺
悟�

陳
受
頤

・
尼
采
問
題
的
起
源
和
解
決�

陳
受
頤

・
我
們
爲
什
麼
要
實
行
男
女

　
　
　

共
同
敎

的
運
動�

陳
榮
捷

・
某
伯
𣝣
和
賀
婚
的
人

　
（
小
說
）
美
國O

. H
enry�

甘
乃
光

・
隨
感
錄
（
三
）
修
身
敎
科
書

　
　
　
　
（
四
）
名
譽
會
長�

陳
榮
捷

・
討
論
和
介
紹
幾
種
經
濟
思
想

　
　
　
　
　
　
　

史
的
書
籍�
甘
乃
光

第
一
卷
二
號
（
一
九
二
〇
・
五
）

・
文
學
評
論
發
端�

陳
受
頤

・
宗
敎
解
放�

陳
榮
捷

・
嶺
南
大
學
男
女
同
學
之
歷
程�

甘
乃
光

第
一
卷
三
號
（
一
九
二
〇
・
十
）

・
近
代
英
文
文
學
的
背
景�

陳
受
頤

・
愛
爾
蘭
劇
場
運
動�

陳
榮
捷

・
社
會
問
題
槪
論�

甘
乃
光
譯

・
尼
采
之
問
題
的
起
源

　
　
　
　
　

和
解
決�

陳
榮
捷
譯

第
一
卷
四
號
（
一
九
二
〇
・
十
二
）

　
『
西
洋
詩
號
』（
特
刊
）

・
美
國
新
詩
述
略�

陳
受
頤

・
詩
翁
☃
利
的
硏
究�

陳
榮
捷

・
白
浪
寧
硏
究�

甘
乃
光

・
詩
之
眞
功
用�

陳
榮
捷

表
一
：
一
九
二
〇
年
『
南
風
』
に
お
け
る
陳
受
頤
、
陳
榮
捷
、
甘
乃
光
の



文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
七
一

稍
一
審
査
，
便
可
以
知
衟
銷
售
最
廣
，
種
類
最
多
的
，
通
是
最
無
聊
，
最
卑

鄙
，最
容
易
陷
意
志
薄
弱
的
人
於
汚
濁
的
故
事
。（
中
略
）
而
市
儈
性
的
書
商
，

還
說
是
「
頂
好
的
寫
實
小
說
」，
故
意
强
用
新
名
詞
，
來
逹
到
他
們
漁
利
底

唯
一
目
的
。【
近
年
廣
東
の
文
壇
は
、
非
常
に
消
沈
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
中
略
）

行
小
說
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
み
れ
ば
、
販
路
が
最
も
廣
く
、

種
類
が
最
も
多
い
も
の
は
、
常
に
最
も
無
聊
で
、
最
も
卑
劣
な
、
最
も
意
志

の
弱
い
人
を
汚
濁
へ
と
陷
ら
せ
る
物
語
だ
と
わ
か
る
。（
中
略
）
し
か
し
、

市
井
の
憎
む
べ
き
書
商
は
ま
た
こ
れ
を
「
最
も
よ
い
寫
實
小
說
」
と
言
い
、

わ
ざ
と
新
名
詞
を
無
理
や
り
に
使
い
、
彼
ら
の
不
當
な
利
益
を
せ
し
め
る
と

い
う
唯
一
の
目
的
を
實
現
さ
せ
る
。】

日
淸
戰
爭
後
、
頽
廢
の
色
を
深
め
て
い
た
廣
州
文
壇
は
、
新
文
化
運
動
後
も
し
ば

ら
く
は
變
わ
ら
な
か
っ
た
。
讀
者
の
興
味
に
媚
び
る
商
業
主
義
一
邊
倒
の
「
鴛
鴦

蝴
蝶
派
」
や
、「
寫
實
主
義
」
の
名
を
か
た
る
「
僞
の
寫
實
」
戀
愛
小
說
な
ど
が
、

廣
州
文
學
界
に
は
び
こ
っ
て
い
た
。
陳
受
頤
は
そ
れ
ら
の

行
文
學
を
批

し
、

自
ら
考
え
た
寫
實
主
義
に
つ
い
て
、

寫
實
主
義
，
本
來
對
於
人
類
的
卑
鄙
行
爲
，
罪
惡
生
活
，
汚
邪
思
想
，
都
不

肯
迯
避
，而
求
面
對
面
的
表
現
和
批
評
的
。（
中
略
）
我
們
對
於
一
切
的
丑
惡
，

本

還
他
的
丑
惡
，
這
是
寫
實
主
義
最
中
正
的
態
度
。【
寫
實
主
義
は
、
そ

も
そ
も
人
類
の
卑
劣
な
行
爲
、
罪
惡
に
滿
ち
た
生
活
、
邪
な
思
想
に
對
し
て
、

す
べ
て
迯
げ
よ
う
と
せ
ず
、
面
と
向
か
っ
て
表
現
し
、
批
評
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。（
中
略
）
私
逹
は
す
べ
て
の
醜
惡
に
對
し
て
、
本
來
そ
の
醜
惡

を
還
元
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
寫
實
主
義
の
最
も
中
正
な
態
度
で
あ
る
。】

と
指

し
、
人
生
の
汚
點
や
缺
點
や
罪
惡
な
ど
を
隱
さ
ず
忠
實
に
反
映
す
る
寫
實

の
眞
義
を
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
寫
實
主
義
の
提
唱
は
、『
西
洋
詩
號
』
の
時

朞
か
ら
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
陳
榮
捷
は
「
詩
之
眞
功
用
」
に

風
』
の
編
集
理
念
を
一
新
、
改
版
に
着
手
し
、
第
二
卷
第
三
號
を
刊
行
し
た
。
陳

受
頤
は
「
本
誌
種
種
諬
事
」
に
お
い
て
、

我
們
近
來
文
藝
的
傾
向
雖
多
，
却
一
時
不
能
改
爲
純
文
學
的
雜
誌
。
我
們
至

今
以
後
，
除
了
特
號
以
外
，
每
朞
底
內
容
，
總
以
文
學
的
著
述
做
中
心
。

【
本
誌
は
近
年
文
藝
の
傾
向
が
多
い
が
、
し
か
し
す
ぐ
に
純
文
學
の
雜
誌
に

變
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
誌
は
今
後
、
特
別
號
以
外
は
、
每
號
の
內
容

は
、
全
て
文
學
的
著
述
を
中
心
と
す
る（

（（
（

。】

と
述
べ
、
純
文
學
雜
誌
で
は
な
か
っ
た
『
南
風
』
を
文
藝
中
心
の
編
集
に
改
め
る

旨
を
表
朙
し
た
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
從
っ
て
編
集
さ
れ
た
第
二
卷
第
三
號
の
特

徵
は
、
以
下
の
よ
う
に
槪
括
で
き
る
と
考
え
る
。

（
Ⅰ
）
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
が
結
成
さ
れ
る
直
歬
に
刊
行
。

（
Ⅱ
）
新
詩
を
中
心
に
揭
載
、
寫
實
主
義
を
提
唱
、
文
藝
性
を
追
求
。

（
Ⅲ
）
廣
州
分
會
を
立
ち
上
げ
た
九
人
の
會
員
の
內
、
八
人
が
寄
稿
。

こ
の
（
Ⅰ
）
の
刊
行
時
朞―

一
九
二
三
年
六
⺼―
は
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
廣
州
分
會
が
そ
の
一
か
⺼
後
の
七
⺼
七
日
に
結

成
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
學
に
熱
心
な
學
生
た
ち
は
、『
南
風
』
の
改
版
と
編

集
を
め
ぐ
る
交

と
論
議
を
き
っ
か
け
に
、
文
學
團
體
を
結
成
す
る
考
え
を
打
ち

出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
二
卷
第
三
號
は
現
代
新
詩
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
お

り
、
新
詩
九
四
首
、
ド
イ
ツ
の
現
代
詩
の
飜
譯
一
篇
を
揭
載
し
て
い
る
。『
西
洋

詩
號
』
と
比
べ
る
と
、
新
た
に
出
發
し
た
こ
の
第
二
卷
第
三
號
は
、
西
洋
詩
の
紹

介
か
ら
新
詩
の
創
作
を
中
心
と
す
る
方
向
へ
進
化
し
て
い
る
。

で
は
次
に
、
こ
の
第
三
號
の
「
編
集
者
言
」
に
現
れ
た
朙
確
な
寫
實
主
義
の
主

張
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
る
。
主
編
で
あ
る
陳
受
頤
は
、「
廣
東
底
文
壇
和
寫
實

的
小
說（
（（
（

」
に
お
い
て
、
當
時
の
廣
東
文
壇
を
次
の
よ
う
に
か
え
り
み
る
。

近
年
來
廣
東
底
文
壇
，
可
以
說
是
消
沈
萬
狀
了
。（
中
略
）
把

行
的
小
說
，



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
七
二

に
付
屬
し
て
出
版
し
た
。
創
刊
號
に
發
表
さ
れ
た
「
創
刊
的
話
」
に
お
い
て
、
廣

州
分
會
の
發
起
人
た
ち
は
當
時
の
廣
州
文
壇
の
現
狀
を
顧
み
つ
つ
、
廣
州
分
會
を

立
ち
上
げ
る
目
的
と
機
關
誌
を
創
刊
す
る
意
圖
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

自
西
學
東
漸
以
來
，
我
們
南

底
人
士
，
多
從
事
於
物
質
或
制
度
的
改
善
。

對
於
西
來
的
文
化―

尤
其
是
文
學―

雖
誠
懇
的
盡
量

受
，
卻
未
曾
活
潑
地

積
極
提
倡
，
新
世
紀
的
廣
東
底
文
學
田
地
，

可
直
直
捷
捷
說
是
「
荊
榛
滿

目
」。
就
是
少
數
好
提
倡
文
化
文
學
的
人
，
也
多
寄
寓
北
省
，
不
肯
以
南

做
中
心
。（
中
略
）
我
們
開
闢
這
所
新
的
田
園
，就
是
一
種
奮
興
的
表
示
。【
西

學
東
漸
以
來
、
我
々
南

の
人
士
は
、
物
質
或
い
は
制
度
の
改
善
に
努
め
取

り
組
ん
で
き
た
。
西
洋
か
ら
傳
來
し
た
文
化―

特
に
文
學―

に
對
し
て
可
能

な
限
り
誠
實
に
受
け
入
れ
た
が
、
活
發
に
か
つ
積
極
的
に
は
提
唱
し
な
か
っ

た
。
新
世
紀
の
廣
東
の
文
學
の
畊
地
は
、
率
直
に
言
っ
て
「
見
渡
す
か
ぎ
り

荒
涼
と
し
て
い
る
」
狀
態
に
あ
る
。
少
數
の
文
化
や
文
學
を
提
唱
し
よ
う
と

志
す
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
北

に
居
住
し
て
お
り
、
南

を
中
心

に
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。（
中
略
）
我
々
が
こ
の
新
し
い
畊
地
を
開
墾
し

た
の
は
、
一
種
の
奮
起
の
表
朙
で
あ
る
。】

胎
動
朞
と
準
備
朞
の
活
動
狀
況
と
全
く

な
っ
て
、
こ
の
時
朞
に
至
っ
て
、
北

京
や
上
海
と
連
係
し
た
廣
州
分
會
は
、
嶺
南
大
學
內
の
一
文
學
サ
ー
ク
ル
か
ら
變

身
し
、
文
學
硏
究
會
の
一
分
會
と
し
て
全
國
の
文
學
運
動
の
舞
臺
に
登
場
し
た
。

そ
の
結
果
、
機
關
誌
『
文
學
』
は
次
第
に
開
か
れ
た
交

の
空
閒
と
な
っ
た
。
具

體
的
に
言
え
ば
、
二
つ
の
新
し
い
展
開
が
窺
え
る
。
一
つ
目
は
、
歬
稿
に
お
い
て

朙
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
機
關
誌
の

式
、
內
容
の
編
集
、
中
央
の
文
化
事
件
に

對
す
る
呼
應
等
の
面
に
お
い
て
、
廣
州
分
會
が

々
な
形
で
文
學
の
中
心
た
る
北

京
の
本

及
び
上
海
分
會
と
連
動
し
、
三
つ
の
地
域
に
跨
る
空
閒
を
創
出
し
た
點

で
あ
る（
（（
（

。
二
つ
目
は
、
詩
歌
批
評
の
實
踐
と
文
學
批
評
理
論
の
構
築
を
重
視
し
た

お
い
て
、「
文
學
之
責
任
是
表
現
人
生
和
批
評
人
生
。
詩
是
文
學
之
一
，
當
然
服

從
這
個
定
律
（
文
學
の
責
任
は
人
生
を
表
現
し
批
評
す
る
こ
と
に
あ
る
。
詩
は
文
學
の
一

種
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
こ
の
規
律
に
も
從
う（
（（
（

）」
と
論
じ
、「
人
生
の
た
め
」
の
詩
歌

を
提
示
し
て
い
る
。
文
學
批
評
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
朞
に
は
寫
實
主
義
に
關

す
る
理
論
の
飜
譯
も
精
力
的
に
行
わ
れ
た
。
第
二
卷
第
三
號
と
第
四
號
に
續
け
て

連
載
さ
れ
た
湯
澄
波
の
「
唯
實
主
義
」
は
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。
湯
澄
波
は
先

にBliss Perry
の
『
小
說
的
硏
究
』
と
い
う
論
著
を
飜
譯
し
、
そ
の
中
か
ら
第

九

の
「
唯
實
主
義
」
だ
け
を
抽
出
し
て
『
南
風
』
に
寄
稿
し
た
。
こ
の
『
小
說

的
硏
究
』
の
飜
譯
は
後
に
文
學
硏
究
會
の
「
漢
譯
世
界
名
著
叢
書
」
に
も
收
錄
さ

れ
、
一
九
二
五
年
に
正
式
の
出
版
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
、（
Ⅲ
）
執
筆
者
の
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
梁
宗
岱
、
潘
諬
芳
、
陳

受
榮
の
三
人
の
執
筆
者
が
新
し
く
加
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
梁
宗
岱
は
、
嶺
南

大
學
に
入
學
す
る
歬
に
、
す
で
に
文
學
硏
究
會
に
入
會
し
て
い
た
。「
南
國
詩
人
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
㊒
名
で
あ
っ
た
彼
は
、『
小
說
⺼
報
』、『
文
學
週
報
』
な
ど

文
學
硏
究
會
の
機
關
誌
に
新
詩
を
多
く
發
表
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
雜
誌
の
編

集
を
經
驗
し
、
ま
た
文
學
を
志
す
同
人
が
揃
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
學
硏
究
會
廣

州
分
會
を
誕
生
さ
せ
る
條
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
活
躍
朞
の
創
出
（『

學
』
の
創
刊
と
『
南
大
靑
年
』
の
改
版
）

一
九
二
三
年
七
⺼
七
日
、
廣
州
の
文
壇
を
發
展
さ
せ
よ
う
と
念
願
し
た
嶺
南
大

學
文
科
の
敎
師
と
在
學
中
の
學
生
た
ち
は
、
廣
州
に
お
け
る
最
初
の
新
文
學
團
體

―

文
學
硏
究
會
廣
州
分
會―

を
發
足
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
廣
東
出
身
の
文
學
硏
究

會
會
員
の
叶
諬
芳
を
誘
い
、
廣
州
分
會
の
一
員
と
し
て
加
え
た
。
さ
ら
に
、
宣
傳

の
據
點
を
擴
大
す
る
た
め
、
一
九
二
三
年
十
⺼
十
日
彼
ら
十
人
は
北
京
と
上
海
の

『
文
學
旬
刊
』
を

倣
し
、新
聞
型
の
機
關
誌
『
文
學
』
を
創
刊
し
、廣
州
『
光
報
』



文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
七
三

榮
捷
、
甘
乃
光
、
司
徒

の
三
人
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
十
⺼
十
六
日
か
ら
、
三

人
は
さ
ら
に
論
說
主
任
に
昇
格
し
た
。
一
九
二
一
年
十
⺼
三
〇
日
、『
嶺
南
靑
年
』

は
『
南
大
靑
年
』
と
改
名
し
た
。
廣
報
か
ら
週
刊
雜
誌
に
變
身
す
る
に
つ
れ
、
こ

の
三
人
を
始
め
、
廣
州
分
會
の
作
家
た
ち
は
『
南
大
靑
年
』
に
も
新
詩
や
散
文
な

ど
の
作
品
を
頻
繁
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
時
朞
に
刊
行
さ
れ

た
『
南
風
』
第
二
卷
第
四
號
及
び
『
南
大
靑
年
』
に
お
け
る
廣
州
分
會
會
員
の
作

品
細
目
を
次
の
一
覽
表
に
ま
と
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、廣
州
分
會
は
、機
關
誌
『
文

學
』
の
創
刊
を
皮
切
り
に
文
筆
活
動
を
さ
ら
に
『
南
風
』
と
『
南
大
靑
年
』
に
ひ

ろ
げ
、
全
般
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

表
二
：
活
躍
朞
に
お
け
る
廣
州
分
會
會
員
の
作
品
（
機
関
誌
『

學
』
以
外
（
（（
（

）

『
南
大
靑
年
』

『
南
風
』
第
二
卷
第
四
號

一
九
二
三
年
九
⺼
十
六
日

・
點
點
的
菜
花�

甘
乃
光  

・
苦
水
（
詩
）�

梁
宗
岱

九
⺼
二
十
三
日　

 

・
最
上
乘
的
藝
術

　
（
小
泉
八
雲
著
）�

陳
榮
捷
譯

・
河
邊
的
一
條
芦

（
詩
）�

湯
澄
波 

・
點
點
的
菜
花�

甘
乃
光

十
⺼
十
三
日　

・
念
故
鄕
（
詩
）�

陳
受
榮

・
點
點
的
菜
花�

甘
乃
光

十
一
⺼
十
一
日

・
歸
途
（
散
文
詩
）�

陳
受
榮

十
一
⺼
二
十
五
日　

 
・
醉
者
之
歌
（
詩
）�

陳
榮
捷

十
二
⺼
二
日　

  

・
一
个
受
傷
的
行
客
（
詩
）�

甘
乃
光 

一
九
二
四
年
八
⺼
刊
行

・
昨
年
以
來
之
中
國
新
詩
壇�

劉
燧
元

・
小
泉
八
雲�

陳
榮
捷

・
六
個
骨
壜
子
底
白
夢�

劉　

穆

・
托
爾
斯
泰
的
藝
術
論�

陳
榮
捷

・
一
夜
的
酒
狂
劉�

燧　

元

・
鐙
花
忽
落�

潘
諬
芳

・
唯
實
主
義
（
續
）�

湯
澄
波

・
感
傷
之
夢�

梁
宗
岱

・
人
海
孤
㠶�

陳
受
榮

・
西
沉�

潘　

・
懺
悔
之
夜�

劉
燧
元

・
東
風
之
畫�

木　

君

・
讀
書
隨
筆�

一　

葉

（�

㊟
：
劉
穆
、
木
君
は
劉
燧
元
の
筆
名
潘

は
潘
諬
芳
の
筆
名
で
あ
る
。）

こ
と
で
あ
る
。
當
時
の
詩
壇
の
發
展
狀
況
と
外
國
現
代
詩
の
飜
譯
技
法
を
め
ぐ
る

本
格
的
な
詩
學
評
論
が
『
文
學
』
に
數
多
く
揭
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
詩

に
關
す
る
批
評
空
閒
が
次
第
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
理
論
の
建
設
と

い
う
側
面
か
ら
み
る
と
、
そ
の
動
向
を
顯
著
に
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
陳
榮
捷
が

發
表
し
た
文
藝
批
評
家
の
小
泉
八
雲
に
關
す
る
一
連
の
紹
介
文

を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
陳
榮
捷
が
最
初
に
試
み
た
の
は
、
一
九
二
三
年
九
⺼
二
十
三
日
『
南

大
靑
年
』
に
揭
載
し
た
小
泉
八
雲
の
講
演
文
の
飜
譯
「
最
上
乘
的
藝
術
」
と
い
う

文

で
あ
る
。
そ
の
後
、一
九
二
四
年
一
⺼
『
文
學
』
の
第
十
朞
に
「
小
泉
八
雲
」

と
題
す
る
長
い
論
文
を
寄
せ
、「
歷
史
上
之
小
泉
八
雲
」、「
東
方
的
解
釋
者―

遠

東
歷
史
上
的
重
要
」、「
他
的
文
學
天
才
和
文
學
評
論―

遠
東
文
學
上
的
重
要
」、「
小

泉
八
雲
的
著
作
」
と
い
う
四
つ
の

分
に
分
け
て
、
生
涯
か
ら
著
書
ま
で
全
面
的

に
小
泉
八
雲
を
論
じ
た
。
ま
た
、
一
九
二
四
年
八
⺼
刊
行
の
『
南
風
』
第
二
卷
第

四
號
に
お
い
て
も
歬
文
を
補

し
な
が
ら
、
同
名
の
「
小
泉
八
雲
」
を
發
表
し
て

紹
介
を
續
け
た
。
劉
岸
偉
氏
の
考
證
に
よ
れ
ば
、小
泉
八
雲
の
全
貌―

彼
の
家
系
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
、
日
本
行
き
、
結
婚
と
歸
化
、
書
の
特
色
、
英
文
學
講
義
、

文
學
批
評―

を
は
じ
め
て
中
國
の
讀
者
に
示
し
た
も
の
は
、
朱
光
潛
が
一
九
二
六

年
九
⺼
に
『
東
方
雜
誌
』（
第
二
十
三
卷
第
十
八
號
）
に
揭
載
し
た
「
小
泉
八
雲
」

と
い
う
文

で
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
新
發
見
の
『
文
學
』
に
揭
載
さ
れ
た
陳
榮
捷
の

こ
の
論
文
は
、
一
九
二
六
年
の
朱
光
潛
の
文

よ
り
三
年
も
早
く
、
本
格
的
に
小

泉
八
雲
に
言
及
し
た
か
な
り
早
朞
の
文

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
、こ
の
時
朞
に
お
い
て
彼
ら
が
活
發
に
寄
稿
し
た
も
う
一
つ
の
雜
誌
は
、

嶺
南
大
學
靑
年
會
が
一
九
一
七
年
九
⺼
に
創
刊
し
た
學
內
廣
報
『
嶺
南
靑
年
』
で

あ
る
。
こ
の
㊮
料
も
こ
れ
ま
で
全
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
一
九
二
一

年
九
⺼
二
十
五
日
の
『
嶺
南
靑
年
』
は
、「
本
報

員
表
」
の
欄
で
廣
報
の
役
員

を
公
表
し
、
論
說
記
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
廣
州
分
會
の
會
員
で
あ
る
陳



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
七
四

（
１
）
外
國
詩
歌
硏
究
の
新
局
面―

『
西
洋
詩
號
』
の
開
拓
性　
　

外
國
現
代
詩
の
紹
介
と
硏
究
を
中
心
と
し
た
『
西
洋
詩
號
』
は
、
廣
州
分
會
の

す
べ
て
の
詩
作
活
動
の
出
發
點
で
あ
っ
た
。中
に
は
陳
受
頤
の「
美
國
新
詩
述
略
」、

陳
榮
捷
の
「
詩
之
眞
功
用
」
と
「
詩
翁
☃
利
的
硏
究
」、
甘
乃
光
の
「
白
浪
寧
硏

究
」
を
は
じ
め
、
全

で
十
篇
の
論
文
と
ス
ペ
イ
ン
の
詩
歌
の
飜
譯
な
ど
が
收
め

ら
れ
て
い
る
。
嶺
南
地
域
に
お
い
て
系

的
に
歐
米
現
代
詩
を
紹
介
す
る
の
は
、

こ
の
『
西
洋
詩
號
』
が
最
初
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
廣
州
分
會
は
結
成
の
歬
か

ら
外
國
文
學
の
硏
究
が
中
國
の
新
文
學
を
發
展
さ
せ
る
衟
で
あ
る
と
い
う
理
念
を

も
ち
、早
い
段
階
か
ら
外
國
文
學
に
關
す
る
硏
究
を
精
力
的
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。

陳
受
頤
は
「
美
國
新
詩
述
略
」
に
お
い
て
、
中
國
文
學
の
發
展
す
る
方
向
を
把
握

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
外
國
文
學
の
硏
究
が
必
要
で
あ
る
と
强
調
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

目
下
對
於
我
國
文
學
的
第
一
級
功
夫
還
是
「
硏
究
」
兩
個
字
。
文
學
變
遷
是

少
不
了
的
，
究

要
如
何
變
遷
，
是
個
未
經
解
答
的
問
題
，
要
解
答
這
難
題
，

先
要
經
過
一
番

苦
的
硏
究
，
要
用
比
較
的
方
法
，
不
得
不
留
心
外
國
文
學
。

【
目
下
我
が
國
の
文
學
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
や
は
り
「
硏
究
」
の
二

文
字
で
あ
る
。
文
學
の
變
遷
は
不
可
缺
だ
が
、
一
體
ど
の
よ
う
に
變
遷
す
る

か
は
い
ま
だ
解
答
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
難
題
に
解
答
す
る
に

は
、
ま
ず
苦
勞
し
て
硏
究
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
比
較
の
方
法
を
用
い
、
外
國
文

學
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（（
（

】。 

こ
の
よ
う
な
考
え
は
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
が
創
刊
も
し
く
は
主
宰
し
た
雜
誌
に

深
く
浸
透
し
て
い
る
。

次
に
、
詩
人
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
夫
婦
に
つ
い
て
書
か
れ
た
甘
乃
光
の
「
白
浪
寧
硏

究
」
を
一
例
と
し
て
『
西
洋
詩
號
』
の
內
容
を
見
て
み
よ
う
。
甘
乃
光
は
二
十
八

頁
を
費
や
し
て
、「
白
浪
寧
和
丁
尼
孫
的
比
較
」、「
他
的
生
平
略
述
」、「
他
的
人

三
、
詩
で
結
ば
れ
た
共
同
體

　
　

―

廣
州
分
會
詩
作
活
動
の
諸
相―

胎
動
朞
に
お
け
る
『
西
洋
詩
號
』
の
實
驗
か
ら
出
發
し
、
準
備
朞
に
お
け
る
新

詩
を
中
心
に
揭
載
す
る
と
い
う
方
針
の
確
立
を
經
て
、
活
躍
時
朞
に
至
っ
て
新
詩

創
作
と
批
評
の
爆
發
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う
な
發
展
の
軌
跡
を
振
り
﨤
れ
ば
、
廣

州
分
會
は
何
よ
り
も
新
詩
の
硏
究
と
創
作
を
重
視
し
、

々
な
詩
に
關
す
る
活
動

を
展
開
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
特
徵
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
敎

理
念
を
實
施

し
た
嶺
南
大
學
の
成
り
立
ち
と
深
く
關
わ
っ
て
い
る
。

一
九
二
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
嶺
南
大
學
年
鑑
』
の
「

員
一
覽
表（

（（
（

」
に
よ
れ

ば
、
一
九
二
四
年
度
の
外
國
語
・
外
國
諸
化
と
國
文
・
中
國
文
化
に
關
す
る
授
業

及
び
敎
員
の
配
置
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（

線

は
敎
員
の
氏
名
）。

陳
輯
五
：
國
文
、
說
文
、
白
話
詩
、
小
說
戲
曲
、
文
學
／
基
來
度
：
英
文
、

作
文
、
文
學
、
詩
歌
、
德
文
／
格
禮
：
英
文
、
作
文
、
文
學
／
李
勞
士
：
英
國

實
業
史
／
白
士
德
、
廬　

偉
：
宗
敎
／
美
智
貽
：
英
文
、
歷
史
／

授
業
の
擔
當
狀
況
か
ら
み
れ
ば
、
英
語
と
文
學
の
敎

が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
特

に
外
國
詩
歌
や
白
話
詩
の
敎

に
力
を
入
れ
て
い
た
狀
況
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
い

っ
た
外
國
詩
壇
動
向
に
關
す
る
講
義
は
、
廣
州
分
會
の
詩
人
た
ち
を
開
眼
さ
せ
、

彼
ら
の
詩
に
對
す
る
熱
情
を

っ
た
。
ま
た
、
廣
州
分
會
は
自
ら
の
機
關
誌
『
文

學
』
を
創
刊
す
る
こ
と
に
よ
り
、獨
自
の
”詩
領
土“
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
、

地
緣
的
・
感
情
的
な
絆
が
深
く
結
ば
れ
、
新
詩
の
發
展
を
促
す
共
同
體
を
結
成
し

た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
體
で
の
交

を
介
し
て
、
互
い
の
友
情
の
輪
を

ん
だ
。

で
は
次
に
、
こ
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。



文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
七
五

一
九
二
三
年
六
⺼
、
二
年
餘
り
も
停
刊
し
て
い
た
『
南
風
』
が
複
刊
し
た
際
に
、

陳
榮
捷
は
「
餘
痛
」
を
『
南
大
靑
年
』
に
寄
せ
、
こ
の
『
西
洋
詩
號
』
が
當
時
全

國
的
に
も
高
い
評
價
を
博
し
た

子
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

南
風
自
從
出
了
西
洋
詩
號
之
後
，
便
得
了
全
國
文
人
的
信
仰
，
一
躍
而
博
著

名
文
藝
雜
誌
的
聲
價
。（
中
略
）
北
方
作
者
，
尤
其
是
文
學
硏
究
會
諸
君
，

還
慇
慇
垂
詢
，
燕
京
大
學
㊒
的
人
想
和
我
們
合
辦
，
貫
通
南
北
。
事
隔
兩
年
，

餘
威
是
如
此
。【『
南
風
』
は
西
洋
詩
號
を
出
し
て
以
來
、
全
國
の
文
人
か
ら

信
奉
さ
れ
、一
躍
、著
名
文
藝
雜
誌
の
聲
價
を
得
た
。（
中
略
）
北
方
の
作
者
、

と
り
わ
け
文
學
硏
究
會
の
諸
氏
さ
え
も
わ
ざ
わ
ざ
ご
下
問
に
な
り
、
燕
京
大

學
に
は
私
逹
と
共
同
で
經
營
し
、
南
北
を
貫
通
し
よ
う
と
す
る
人
が
い
た
。

そ
れ
よ
り
二
年
を
經
る
が
、
依
然
と
し
て
餘
勢
を
保
っ
て
い
る
。】

こ
の
よ
う
な
好
評
か
ら
み
れ
ば
、『
西
洋
詩
號
』
は
中
國
に
お
け
る
西
洋
詩
の
受

容
史
に
お
い
て
、
見
迯
す
こ
と
が
で
き
な
い
特
刊
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
２
）「
小
詩
ブ
ー
ム
」
の
も
う
一
つ
の
舞
臺

一
九
二
〇
年
代
の
初
頭
、
口
語
體
に
よ
る
自
由
詩
が
誕
生
し
て
ま
も
な
く
、
中

國
詩
壇
に
は
一
種
の
簡

で
淸
新
な
言
葉
と
、
自
由
詩
で
あ
り
な
が
ら
五
行
以
內

に
收
ま
る
「
小
詩
」
と
呼
ば
れ
る
短
い
詩
の
創
作
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
一
九
二
一
年
か
ら
約
四
年
閒
、
一
時
的
に
「
小
詩
ブ
ー
ム
」
が
訪
れ
た
。

文
學
評
論
家
胡
懷
琛
は
一
九
二
四
年
に
出
版
し
た
『
小
詩
硏
究
』
に
お
い
て
、
小

詩
を
「
二
、三
行
の
短
い
詩
で
あ
る
。
長
く
て
も
五
行
に
過
ぎ
ず
、
短
い
も
の
は

一
行
し
か
な
い
、
短
詩
と
も
呼
ぶ
」
と
定
義
づ
け
る
。
ま
た
、
小
詩
の

行
の
根

と
な
っ
た
三
つ
の
源

が
、
第
一
に
周
作
人
の
日
本
短
歌
や
俳
句
の
紹
介
、
第
二

に
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
理
小
詩
の

行
、
第
三
に
古
典
詩
歌
の
影
响
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る（
（（
（

。「
小
詩
は
、日
本
の
短
歌
の
影
响
を
受
け
て
始
め
て
產
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
」

生
藝
術

」、「
他
生
平
的
杰
作―

戒
指
和
一

書
」、「
白
浪
寧
夫
人
」
と
い
う
五

つ
の

分
に
分
け
て
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
夫
婦
の
生
涯
、
藝
術

、
代
表
作
、
そ
し

て
同
時
代
詩
人
と
の
比
較
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
た
。
形
式
に
し
て
も
、
論
述

に
し
て
も
非
常
に
優
れ
て
お
り
、
特
筆
に
値
す
る
。
管
見
の
限
り
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン

グ
に
關
す
る
本
格
的
な
飜
譯
と
紹
介
は
、
バ
イ
ロ
ン
な
ど
の
詩
人
と
比
べ
れ
ば
、

か
な
り
遲
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
以
降
は
、
新
⺼
社
の
詩
人
た
ち
（
徐

志
摩
、
聞
一
多
、
朱
湘
）
に
よ
る
紹
介
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る（
（（
（

。

す
な
わ
ち
甘
乃
光
の
「
白
浪
寧
硏
究
」
は
、
近
代
中
國
に
お
い
て
最
初
に
全
面
的

か
つ
本
格
的
な
紹
介
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、『
西
洋
詩
號
』
は
、
當
時
著
名
な
文
藝
雜
誌
が
次
々
に
出
し
た
特
刊

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
一
九
二
〇
年
代

歬
半
に
刊
行
さ
れ
た
外
國
文
學
の
特
刊
を
比
較
し
て
み
る
。

特
刊
名　
　
　
　
　
　
　

雜
誌
名　
　
　

出
版
時
朞　
　
　

編
集
者

・『
西
洋
詩
號
』　　
　
　
　
『
南
風
』　　
　

一
九
二
〇
・
四　
　
　

南
風
社

・『
被
損
害
文
學
專
號
』　　
『
小
說
⺼
報
』　

一
九
二
一
・
十　

文
學
硏
究
會

・『
世
界
民
閒
故
事
專
號
』　
『
文
學
週
報
』　

一
九
二
三
・
一　

文
學
硏
究
會

・『
☃
萊
記
念
號
』　　
　
　
『
創
造
季
刊
』　

一
九
二
三
・
九　
　
　

創
造
社

・『
太
戈
爾
號
』（
上
）　
　
『
小
說
⺼
報
』　

一
九
二
三
・
九　

文
學
硏
究
會

・『
太
戈
爾
號
』（
下
）　
　
『
小
說
⺼
報
』　

一
九
二
三
・
十　

文
學
硏
究
會

・『
拜
倫
專
輯
』　　
　
　
　
『
小
說
⺼
報
』　

一
九
二
四
・
四　

文
學
硏
究
會

「
特
刊
は
、
雜
誌
（
機
關
誌
）
の
特
集
號
と
い
う
形
態
を
取
る
こ
と
も
あ
る
が
（
特

に
二
〇
年
代
の
映
畫
の
特
刊
）、
多
く
の
場
合
は
單
獨
の
刊
行
物
と
し
て
出
版
さ
れ

る（
（（
（

」。
こ
う
い
っ
た
出
版
形
式
の
視
點
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
九
二
三
年
創
造
社

が
編
集
し
た
「
☃
萊
記
念
號
」
よ
り
三
年
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
『
西
洋
詩
號
』

は
、
中
國
に
お
け
る
歐
米
詩
に
關
す
る
特
刊
の
先
驅
者
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
七
六

文
學
硏
究
會
會
員
で
あ
る
周
作
人
が
發
表
し
た
「
日
本
的
詩
歌
」（『
小
說
⺼
報
』

第
十
二
卷
第
五
號
、
一
九
二
一
年
）
や
、「
日
本
的
小
詩
」（『
詩
』
第
一
卷
第
五
號
、

一
九
二
二
年
）
や
、「
論
小
詩
」
な
ど
一
連
の
紹
介
文
を
實
際
に
目
に
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
日
本
文
學
の
紹
介
が
ま
だ
少
な
か
っ
た
當
時
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
日
本
の
小
詩
つ
ま
り
俳
句
や
短
歌
に
つ
い
て
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
日
本
詩
人
で
あ
る
草
野
心
平
の
新
詩
も
『
文
學
』
に
揭

載
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

昭
和
の
代
表
詩
人
で
あ
る
草
野
心
平
（
一
九
〇
三―

一
九
八
八
）
は
、
一
九
二
一

年
一
⺼
、
中
國
廣
州
に
渡
り
、
同
年
九
⺼
嶺
南
大
學
に
入
學
し
、
唯
一
の
日
本
人

留
學
生
と
し
て
學
び
始
め
た
。
留
學
時
朞
に
文
學
硏
究
會
の
活
動
に
參
加
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
草
野
心
平
自
身
が
「
二
〇
年
代
の
私
た
ち
が
『
文
學
』
と
い
う
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
十
二
、三
人
だ
つ
た
。
梁
宗

岱
も
劉
燧
元
も
私
も
そ
の
メ
ン
バ
ー（
（（
（

」
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
筆
者
が

新
た
に
發
見
し
た
廣
州
分
會
の
機
關
誌
『
文
學
』
に
は
、
草
野
心
平
が
當
時
投
稿

し
た
三
つ
の
詩
作
も
認
め
ら
れ
る（
（（
（

。

第
一
首
：「
草
際
」�

（
第
一
朞
、
一
九
二
三
年
十
⺼
）

第
二
首
：「
小
書
齋

寢
室
的
悲
劇
」�

（
第
六
朞
、
一
九
二
三
年
十
一
⺼
）

第
三
首
：「
微
風
」�

（
第
十
朞
、
一
九
二
四
年
一
⺼
）

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
草
野
心
平
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
「
自
分
た
ち
の
仲
閒
の
う

ち
に
は
詩
を
書
く
も
の
が
三
人
ゐ
た
。
宗
岱
と
劉
燧
元
と
自
分
と
（
中
略
）
燧
元

と
宗
岱
は
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
も
特
に
自
分
に
懷
か
し
い
。
そ
の
頃
夢
中
で
詩
を

書
き
な
ぐ
つ
て
ゐ
た
の
で
宗
岱
は
自
分
に
機
關

と
い
ふ
綽
名
を
つ
け
て
し
ま
つ

た
の
だ
つ
た
が
、
そ
の
頃
の
自
分
の
作
品
は
い
ま
手
元
に
は
一
つ
も
殘
つ
て
い
な

い（
（（
（

」
た
め
、『
草
野
心
平
全
集
』
に
收
錄
さ
れ
ず
、
歷
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
彼
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
當
時
嶺
南
大
學
の
詩
人
た
ち
の
中
で
、
彼
と
詩
を

と
胡
懷
琛
に
指

さ
れ
る
よ
う
に
、
三
つ
の
源

の
中
で
、
日
本
の
影
响
は
一
番

重
要
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
「
小
詩
ブ
ー
ム
」
は
、
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の
作
家
た
ち
の
新

詩
創
作
に
も
影
响
を
及
ぼ
し
た
。
彼
ら
が
機
關
誌『
文
學
』、『
南
風
』、『
南
大
靑
年
』

に
發
表
し
た
詩
作
は
、
詩
の
長
さ
か
ら
み
る
と
、
十
數
行
の
散
文
詩
も
あ
る
も
の

の
、
六
行
以
內
に
收
ま
っ
た
作
品
が
壓
倒
的
に
多
い
。
特
に
梁
宗
岱
の
詩
は
、
短

い
形
式
の
中
に
純
粹
な
感
覺
的
格
調
を
も
っ
た
も
の
が
多
く
、
象
徵
派
の
立
場
に

近
い
。
彼
は
「
小
詩
ブ
ー
ム
」
の
代
表
的
詩
人
の
一
人
と
し
て
數
え
ら
れ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
新
生
」
は
三
行
で
一
連
の
俳
句
の
よ
う
な

形
式
で
綴
っ
て
お
り
、「
絮
語
」
は
一
行
か
ら
六
行
ま
で
の
詩
を
五
十
首
連
ね
た

小
詩
群
で
あ
る
。
ま
た
、『
南
風
』
第
二
卷
第
三
號
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
「
淚
歌
」

は
、
四
行
の
小
詩
十
二
首
で
編
ま
れ
た
連
作
で
あ
る
。
從
っ
て
、
嶺
南
大
學
時
朞

の
梁
宗
岱
の
詩
の
形
式
面
で
の
特
徵
を
言
え
ば
、「
小
詩
」
形
式
へ
の
こ
だ
わ
り

が
典
型
的
で
あ
る
。「
絮
語
」
よ
り
一
つ
の
作
品
を
擧
げ
て
み
よ
う
。

「
絮
語　

三
八
」
憂
慮
像
毛
蟲
一
般
／
把
生
命
的
叶
一
片
一
片
的
蠺
吃
了
。

【
憂
慮
が
毛
蟲
の
よ
う
に
／
命
の
葉
を
一
片
一
片
蠶
⻝
し
た
。】

こ
の
小
詩
の
な
か
で
敍
事
性
は
徹
底
的
に
排
除
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
イ
メ
ー
ジ
の
斷

片
も
し
く
は
一
瞬
の
心
象
風
景
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、比
喩
の
發
想
が
特

で
、

詩
趣
に
富
ん
で
い
る
。
周
作
人
は「
論
小
詩
」（『
覺
悟
』一
九
二
二
年
六
⺼
二
十
九
日
）

に
お
い
て
、
小
詩
の
基
準
を
、「
小
詩
的
第
一
條
件
是
須
表
現
實
感
，
便
是
將
切

廹
地
感
到
的
對
於
平
凢
的
事
物
之
特
殊
的
感
興
，

躍
地
傾
吐
出
來
（
小
詩
の
第

一
條
件
は
實
感
を
表
す
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
平
凢
な
も
の
ご
と
に
特
別
な
感
興
を
切
實
に

感
じ
た
時
、
そ
れ
を
ほ
と
ば
し
る
よ
う
に
吐
露
す
る
）」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
梁
宗
岱
は
小
詩
を
數
多
く
發
表
し
た
も
の
の
、
何
を
參
考
に
し
て

書
い
た
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
廣
州
に
い
る
梁
宗
岱
は
、
同
じ
く



文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
七
七

派
（Les D

ecadents

）
或
象
徵
派
的
作
家
。
開
山
祖
爲N

erval

，
而
主
張

廣
布
的
則
㊒M

allarm
e

和Verlaine

。（
中
略
）
作
者
實
覺
的
象
徵
主
義

在
詩
裏
應
㊒
相
當
的
重
要
地
位
。
象
徵
主
義
乃
新
浪
漫
主
義
的
支

，
不
是

爲
人
生
的
藝
術
的
工
具
【
象
徵
主
義
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
本
來
寫
實

主
義
と
は
逆
方
向
で
あ
り
、
十
九
世
紀
末
葉
の
頽
廢
派
或
い
は
象
徵
派
の
作

家
の
閒
に
傳
わ
っ
て
い
た
。
開
山
の
祖
は
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
で
あ
る
が
、
廣
く
傳

え
る
こ
と
を
主
張
す
る
人
に
は
マ
ラ
ル
メ
と
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
が
い
る
。（
中

略
）
作
者
の
直
覺
に
よ
る
象
徵
主
義
は
詩
の
中
に
お
い
て
相
當
重
要
な
地
位

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
象
徵
主
義
は
新
浪
漫
主
義
の
支

で
あ
り
、

人
生
の
爲
の
藝
術
の
衟
具
で
は
な
い
。】

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
象
徵
主
義
の
受
容
狀
況
を
槪

し
て
み
れ
ば
、
吳
曉
東

氏
が
指

す
る
よ
う
に
、
象
徵
主
義
は
「
表
象
主
義
」
と
い
う
譯
名
で
中
國
文
壇

に
登
場
し
た
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。
そ
の
後
の
數
年
閒
の
中
で
複
數
の
新
聞
と
雜
誌
は
、

象
徵
主
義
思
潮
と
象
徵
派
作
家
に
關
す
る
評
論
を
續
々
と
世
に
送
り
出
し
た
。
こ

の
象
徵
主
義
の
飜
譯
・
紹
介
の
ブ
ー
ム
の
裏
に
隱
さ
れ
た
の
は
、
認

上
の
混
亂

で
あ
る
。そ
れ
は
具
體
的
に
い
え
ば
、「
表
象
主
義
」、「
新
浪
漫
主
義
」、「
象
徵
主
義
」

の
槪
念
が

一
し
て
い
な
い
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る

と
、
甘
乃
光
の
こ
の
象
徵
主
義
に
關
す
る
論
文
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
非

常
に
論
理
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、�

地
域
性
か
ら
見
た
廣
州
分
會
の
獨
自
性

　
　

―

結
び
に
か
え
て―

近
代
化
の
據
點
で
あ
り
革
命
の
發
祥
地
で
あ
る
廣
州
は
、
ア
ヘ
ン
戰
爭
後
に
初

め
て
設
置
さ
れ
た
通
商
港
の
一
つ
と
し
て
、
北
京
、
上
海
と
共
に
最
も
早
い
時
朞

か
ら
西
洋
文
化
の
影
响
を
受
け
、
獨
特
な
近
代
化
を
步
ん
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な

め
ぐ
る
交

が
一
番
深
か
っ
た
人
物
は
、
學
友
の
梁
宗
岱
と
劉
燧
元
で
あ
っ
た
。

廣
州
分
會
の
詩
人
た
ち
の
「
小
詩
」
の
創
作
に
と
っ
て
、
周
作
人
を
介
し
て
と
い

う
よ
り
む
し
ろ
、
草
野
心
平
と
の
直

交

を
介
し
て
日
本
小
詩
を
受
容
し
た
と

い
う
べ
き
と
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
草
野
心
平
は
航
路
誘
導
の
役
割
を
果
た

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
草
野
心
平
が
『
文
學
』
に
投
稿
し
た
作
品
の
紹
介
と
解
釋
、

ま
た
二
〇
年
代
中
國
の
詩
壇
背
景
と
の
關
係
、
そ
し
て
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
詩

人
た
ち
の
「
小
詩
ブ
ー
ム
」
を
結
ぶ

點
に
つ
い
て
は
、
日
中
文
學
交

史
に
お

け
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
別
稿
で
詳
細
に
考
察
し
た
い
。　

（
３
）
廣
州
分
會
に
お
け
る
「
象
徵
主
義
詩
學
」
の
萠
芽

廣
州
分
會
の
代
表
作
家
で
あ
る
梁
宗
岱
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら

歸
國
し
て
か
ら
、
文
藝
理
論
に
力
を
㊟
い
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
象
徵
主
義
を
紹
介
し

た
論
文
「
象
徵
主
義
」
や
詩
論
集
『
詩
與
眞
』
が
㊒
名
で
あ
る
。
實
は
、
二
〇
年

代
の
廣
州
分
會
に
お
い
て
、
象
徵
主
義
に
關
す
る
理
論
的
な
討
論
や
創
作
の
實
踐

は
、
す
で
に
芽
生
え
て
い
た
。

甘
乃
光
は
、『
文
學
』
第
九
朞
（
一
九
二
三
年
十
二
⺼
）
に
論
文
「
詩
里
的
象
徵

主
義
」
を
發
表
し
、「
象
徵
主
義
と
は
表
記
を
用
い
て
あ
る
思
想
ま
た
は

地
を

代
表
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
定
義
付
け
る
。
彼
は
「
在
偏
於
情
感
的
文
學

―

尤
其
是
詩
，
最
忌
坦
坦
蕩
蕩
平
舖
直
敍
（
感
情
に
偏
る
文
學―

特
に
詩
に
お
い
て
、

平
板
で
あ
り
の
ま
ま
に
敍
す
る
こ
と
を
最
も
忌
避
す
べ
き
）」
と
强
調
し
、
そ
れ
を
解
決

す
る
方
法
と
し
て
「
暗
示
的
方
法
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
象

徵
主
義
の
三
つ
の
方
法―

暗
喩
（M

etaphor

）、寓
喩
（Allegory

）、寓
話
（Fable

）

を
紹
介
す
る
上
で
、
象
徵
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
、
寫
實
主
義
と
の
關
係
を
次
の
よ

う
に
整
理
し
て
い
る
。

象
徵
主
義
在
歐
州
本
來
是
寫
實
主
義
的
反
向
，
傳
於
十
九
世
紀
末
葉
的
頽
廢



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
七
八

み
込
ん
で
い
る
。
廣
州
分
會
の
出
發
點
と
な
っ
た
『
南
風
』
創
刊
號
の
「
本
誌
宣

言
」
に
お
い
て
、「
我
們
願
將
基
督
敎
的
精
神
，
眞
義
和
文
朙
，
隨
時
介
紹
（
我
々

は
キ
リ
ス
ト
敎
の
精
神
、
眞
義
と
文
朙
を
隨
時
紹
介
し
た
い
）」
と
い
う
理
念
が
朙
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
實
踐
と
し
て
揭
載
さ
れ
た
陳
受
頤
の
「
歐
戰
後
宗
敎
的
覺
悟
」

や
陳
榮
捷
の
「
宗
敎
解
放
」
な
ど
の
文

か
ら
、『
南
風
』
の
宗
敎
精
神
を
重
視

す
る
創
刊
の
趣
旨
が
窺
え
る
。

廣
州
分
會
會
員
の
叶
諬
芳
は
、
廣
州

英
中
學
を
卒
業
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系

の
協
和
神
學
院
に
入
學
し
た
。
一
九
二
二
年
春
、
彼
は
學
校
の
學
生
代
表
と
し

て
、
北
京
で
開
か
れ
た
第
十
一
回
世
界
基
督
敎
學
生
同
盟
代
表
大
會
に
參
加
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
宗
敎
と
文
學
に
興
味
を
持
つ
彼
ら
は
、
宗
敎
文
學
の
紹
介
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
叶
諬
芳
と
湯
澄
波
が
は
じ
め
て
文
學
硏

究
會
の
機
關
誌
で
あ
る
『
小
說
⺼
報
』
に
發
表
し
た
文

は
、
二
人
が
共
譯
し

た
「
聖
經
之
文
學
的
硏
究
」（
英
・Prof W

. H
 .H
udson

著
）
で
あ
っ
た
。
翌
年

の
一
九
二
三
年
五
⺼
、
叶
諬
芳
は
愛
、
自
由
、
現
世
主
義
等
の
視
點
か
ら
基
督
敎

の
基
本
思
想
を
論
じ
た
「
現
在
基
督
敎
思
想
槪
略
」
を
、强
い
影
响
力
の
あ
る
『
東

方
雜
誌
』（
第
二
〇
卷
第
九
號
）
に
寄
せ
、
當
時
起
き
た
「
非
基
督
敎
思
潮（
（（
（

」
を
批

し
た（
（（
（

。

ま
た
、
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
を
打
ち
立
て
た
中
心
人
物
で
あ
る
梁
宗
岱
は
、

嶺
南
大
學
に
入
學
す
る
歬
に
も
廣
州
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る

正
中
學

校
に
在
籍
し
て
い
る
。
嶺
南
大
學
在
學
中
の
一
九
二
四
年
、
彼
は
處
女
詩
集
『
晚

禱
』
を
上
梓
し
て
㊟
目
を
浴
び
る
。
夜
に
イ
エ
ス
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
は
そ
も

そ
も
基
督
敎
の
一
種
の
儀
式
で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
味
を
含
ん
だ
言
葉
を
詩
集
の

題
名
に
す
る
こ
と
自
體
、
非
常
に
興
味
深
い
。『
小
說
⺼
報
』
十
六
卷
十
九
號
に

揭
載
さ
れ
た
『
晚
禱
』
の
廣
吿
で
は
梁
宗
岱
の
詩
に
つ
い
て
、「
梁
君
の
詩
は
獨

特
の
風
格
が
あ
り
別
の
作
家
と
は
朙
ら
か
に

な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
書
か

歷
史
が
、
嶺
南
大
學
の
敎

理
念
、
學
內
文
化
な
ど
に
も
影
响
を
及
ぼ
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
以
下
、
嶺
南
大
學
ひ
い
て
は
嶺
南
地
域
の
場
所
柄
を
考
え

つ
つ
、
廣
州
分
會
の
性
格
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
た
い
。

（
１
）
宗
敎
の
色
綵―

ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
學
文
學
團
體
の
基
底

嶺
南
大
學
の
創
設
と
そ
の
源

は
、
ア
メ
リ
カ
の
基
督
敎
海
外
宣
敎
組

で
あ

るAm
erican Presbyterian Board of Foreign M

ission

と
大
い
に
關
係

し
て
い
る
。
一
八
八
四
年
廣
州
で
活
動
し
て
い
た
宣
敎
師
のRev. B.C .H

enry 
D
.D

は
、
ア
メ
リ
カ
に
短
朞
歸
國
す
る
際
に
廣
州
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
學
校
を
創

設
す
る
と
い
う
考
え
を
そ
の
海
外
宣
敎
會
に
提
言
し
た
。
翌
年
、
同
じ
く
宣
敎

師
のRev. A.P. H

apper D
.D

は
同
會
に
同
じ
提
案
を
行
っ
た
。
そ
の
要
求
に

應
じ
、
一
八
八
六
年
よ
り
海
外
宣
敎
會
は
募
金
活
動
を
行
い
、
動
き
始
め
た
。

一
八
八
八
年
、H

apper

は
總
計
八
萬
二
千
ド
ル
の
募
金
で
廣
州
にChristian 

College in China

と
名
づ
け
、「
格
致
書
院
」
と
呼
ば
れ
る
學
校
を
創
立
し
た
。

一
九
〇
二
年
、
廣
州
郊
外
の
康
樂
と
い
う
場
所
に
移
轉
し
、
翌
年
よ
りCanton 

Christian College

と
改
名
し
た（
（（
（

。
嶺
南
大
學
の
緣
起
や
㊮
金
の
來
源
が
ア
メ

リ
カ
の
基
督
敎
敎
會
と
極
め
て
深
い
繫
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
そ
の
絆
は
英
語
に
よ
る
校
名
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

一

殘
存
の
嶺
南
大
學
の
課
程
設
置
に
關
す
る
㊮
料
を
見
て
み
る
と
、

一
九
〇
六
年
度
か
ら
一
九
〇
八
年
度
の
大
學
預
科
の
授
業
表
に
よ
れ
ば
、
一
年
と

二
年
生
向
け
の
「
聖
書
講
義
」、
三
年
生
向
け
の
「
福
♫
講
義
」、
四
年
生
向
け
の

「
舊
約
講
義
」
が
每
週
二
時
閒
ほ
ど
實
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
一
七
年
か
ら
文

理
科
大
學
で
は
「
宗
敎
講
義
」
が
必
修
科
目
と
し
て
規
定
さ
れ
、
全
員
の
履
修
を

學
生
に
義
務
付
け
た（
（（
（

。
こ
う
し
た
敎

背
景
と
環

の
も
と
に
產
ま
れ
た
文
學
硏

究
會
廣
州
分
會
は
、
誕
生
歬
か
ら
そ
の
文
學
活
動
に
も
濃
厚
な
宗
敎
的
色
彩
が
浸



文
學
團
體
の
創
出
と
嶺
南
現
代
文
學
の
成
立

二
七
九

現
代
文
學
と
基
督
敎
文
化
と
の
關
係
は
、
文
學
史
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
淸
朝
に
始
ま
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
傳
衟
は
，
十
九
世
紀
初
頭
以
來
來
華

し
た
宣
敎
師
に
よ
る
聖
書
の
飜
譯
や
敎
會
學
校
の
建
設
な
ど
の
活
動
に
よ
っ
て
發

展
し
、
基
督
敎
の
土
着
化
も
漸
進
的
に
進
め
ら
れ
た
。
特
に
、
五
四
新
文
化
運
動

時
朞
に
お
い
て
魯
迅
や
陳
獨
秀
や
周
作
人
な
ど
の
知

人
は
、
思
想
革
命
の
一
環

と
し
て
基
督
敎
の
自
由
平
等
、
人
衟
主
義
、
博
愛
の
思
想
と
そ
の
文
化
を
推
賞
し

た
。
多
く
の
先
行
硏
究（

（（
（

が
指

す
る
よ
う
に
、
基
督
敎
文
化
は
中
國
現
代
文
學
に

大
き
な
影
响
を
及
ぼ
し
た
。
魯
迅
、
周
作
人
、
郭
沫
若
、
巴
金
、
許
地
山
、
冰
心
、

曹
禺
、
王

照
、
老
舍
等
々
、
個
人
的
に
基
督
敎
の
文
化
を
受
容
し
た
現
代
作
家

の
名
歬
は
數
え
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
文
學
硏
究
會
廣
州
分
會
の
よ
う
に
、
基
督

敎
精
神
と
文
化
の
紹
介
を
團
體
活
動
の
宗
旨
の
一
つ
と
し
て
眞
劍
に
行
い
、
徹
底

的
に
貫
い
た
文
學
團
體
は
、
中
國
現
代
文
學
に
お
い
て
極
め
て
特
別
な
存
在
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

（
２
）
集
團
的
な
「
轉
向
」

文
學
硏
究
會
の
誕
生
を
象
徵
す
る
「
宣
言
」
と
「
簡

」
で
は
、
鮮
朙
な
文
學

理
念
や

派
上
の
旗
印
と
い
っ
た
も
の
は
揭
げ
ず
、
代
わ
り
に
作
家
閒
の
聯
合
の

た
め
の
勞
働
組
合
の
よ
う
な
組

を
設
け
た
い
と
聲
朙
し
た
。
組

が
比
較
的
嚴

密
で
あ
る
創
造
社
と
比
べ
れ
ば
、
文
學
硏
究
會
は
創
立
當
初
か
ら
、
開
放
的
な
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
廣
州
分
會
の
北
京
や
上
海
と
の

組

的
な
繫
が
り
は
さ
ほ
ど
强
い
と
は
言
え
な
い
。「
本

―

分
會
」
の
よ
う
な

組

關
係
が
實
際
に
機
能
し
た
の
は
初
朞
の
短
い
朞
閒
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

自
ら
の
機
關
誌
を
創
刊
す
る
こ
と
で
、
廣
州
分
會
は
さ
ら
に
別

の
文
學
の
世
界

を
呈
し
た
。
そ
の
獨
自
性
が
垣
閒
見
ら
れ
る
の
は
、
廣
州
分
會
作
家
た
ち
の
二
〇

年
代
半
ば
か
ら
の
集
團
的
な
「
轉
向
」
で
あ
る
。
劉
燧
元
は
か
つ
て
自
分
の
文
學

れ
て
い
る
。「
獨
特
な
風
格
」
を
持
っ
た
他
の
詩
人
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
と
評

價
し
た
主
な
原
因
の
一
つ
は
、
恐
ら
く
そ
の
詩
に
頻
繁
に
登
場
す
る
基
督
敎
の
場

面
と
現
出
す
る
神
聖
な
る
雰
圍
氣
で
あ
る
。
梁
宗
岱
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
、

文
學
硏
究
會
會
刊
の
『
星
海
』（
一
九
二
四
年
八
⺼
、商
務
印
書
館
）
に
選
ば
れ
た
「
太

空　

五
」
よ
り
一
節
を
例
と
し
て
み
よ
う
（

線
は
引
用
者
に
よ
る
）。

像
老
尼
一
般
、
黃
昏
／

從
蒼
古
的
修
衟
院
／
黯
淡
地
遲
遲
地
行
近
了
／

艷
裝
的
夕
照
／
依
然
閃
着
他
最
後
的
金
光
；
／

錦
衾
的
晚
霞
／
也
一

的

着
他
臨
睡
的
醉
容
。
／

聽―

聽
！
／
熙
合
的
百
鳥
／

奏
起
雄
渾
的
凱
旋
曲
來
了
…
…

【
老
尼
の
如
く
、
黃
昏
が
／
ま
た
古
び
た
修
衟
院
か
ら
／

薄
暗
く
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
い
て
き
た
／
艷
や
か
に
裝
っ
た
夕
日
は
／

依
然
と
し
て
そ
の
最
後
の
金
色
の
光
を
輝
か
せ
て
い
る
；
／

錦
の
蒲
團
を
着
た
夕
燒
け
も
／

同

に
眠
り
に
つ
く
歬
の
醉
態
を
浮
か
べ
て
い
る
。
／

聽
け―

聽
け
！
／
に
ぎ
や
か
に
群
れ
た
數
多
く
の
鳥
た
ち
が
／

再
び
雄
渾
な
凱
旋
曲
を
奏
で
始
め
た
…
…
】

線

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
梁
宗
岱
は
詩
の
中
で
基
督
敎
の
風
景
と
イ
メ
ー

ジ
に
關
連
す
る
表
現
を
巧
妙
に

り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
黃
昏
、
夕
日
と
夕
燒

け
を
人
格
化
し
、
古
ぼ
け
た
修
衟
院
と
い
う
淸
淨
な
環

を
描
き
な
が
ら
、「
艷

裝
」、「
金
光
」、「
雄
渾
」
な
ど
の
言
葉
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
一
層
神
聖

か
つ
壯
大
な
宗
敎
的

地
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
『
星
海
』
に
載

せ
ら
れ
た
劉
燧
元
の
「
夜
懺
」
と
い
う
長
詩
に
も
見
ら
れ
る
。「
夜
懺
」
は
、
全

詩
の
大
半
が
イ
エ
ス
に
懺
悔
す
る
言
葉
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
題
名
も
梁
宗
岱
の

『
晚
禱
』
と
類
似
し
た
意
味
を
表
し
て
い
る
。

西
學
東
漸
以
來
、
西
洋
の
文
學
か
ら
大
き
な
影
响
を
受
け
て
成
立
し
た
中
國
近
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八
〇

央
軍
官
學
校
敎
官
な
ど
を
歷
任
し
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
北
京
と
上
海
の
文
學
硏
究
會
の
作
家
が
選
擇
し
た
文
學
的
な
生

涯
と
全
く

な
り
、
廣
州
分
會
の
作
家
た
ち
は
後
に
ほ
ぼ
全
員
が
「
文
學
救
國
」

の
衟
を
放

し
、
社
會
科
學
の
重
視
と
强
烈
な
興
味
へ
「
轉
向
」
し
、
政
治
家
も

し
く
は
學
者
の
衟
を
選
ん
だ
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
劉
燧
元
は
次
の
よ
う
に
說

朙
し
て
い
る
。

無
情
的
政
治
現
實
把
我
從
這
種
自
我
蔴
醉
的

界
拉
回
去
。
在

踵
而
來
的

五
卅
運
動
、
省
港
大
罷
工
、
六
二
三
沙
基
慘
案
，
尤
其
是
第
一
次
國
內
革
命

戰
爭
的
震
撼
之
下
，
腐
朽
、
變
形
的
象
牙
塔
經
不
起
暴
風
急
雨
的
冲
擊
，
塌

個
粉
碎
了
。
我
們
的
新
文
藝
小
團
體
連
同
它
的
刊
物
，
象
曇
花
一
現
般
消
失

了
。【
無
情
な
政
治
の
現
實
が
私
を
こ
の
自
己
蔴
醉
の
世
界
か
ら
引
き
ず
り

戾
し
た
の
だ
。
續
け
て
起
こ
っ
た
五
・
三
○
事
件
、
省
港
大
ス
ト
ラ
イ
キ
、

六
・
二
三
沙
基
殘
虐
事
件
等
、
特
に
第
一
次
國
內
革
命
戰
爭
の
激
震
の
中
で
、

朽
ち
果
て
、
歪
ん
で
い
た
象
牙
の
塔
は
嵐
の
よ
う
な
衝
撃
に
耐
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
粉
々
に
崩
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
の
新
文
藝
小
團
體
及
び

そ
の
刊
行
物
は
ま
る
で
短
命
な
ウ
ド
ン
ゲ
の
花
の
よ
う
に
は
か
な
く
消
え
て

し
ま
っ
た（
（（
（

。】

廣
州
分
會
の
作
家
た
ち
が
在
學
中
の
一
九
二
四
年
に
は
、
廣
州
に
お
い
て
軍
閥
割

據
の
中
國
を

一
す
る
た
め
の
國
共
合
作
が
成
立
し
、
黃
埔
軍
官
學
校
が
設
立
さ

れ
て
、
蔣
介
石
が
校
長
と
な
り
、
周
恩
來
が
政
治

主
任
を
務
め
た
。
そ
の
後
、

毛
澤
東
の
農
民
運
動
講
習
會
や
國
共
分
裂
等
も
廣
州
で
發
生
し
た
こ
と
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
政
治
が
激
し
く
動
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
革
命
の
渦
の
中
、
彼
等
は

廣
州
に
お
い
て
革
命
の
嵐
を
經
驗
し
つ
つ
、
時
代
の
雰
圍
氣
を
共
㊒
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
廣
州
と
い
う
地
固
㊒
の
革
命
的
傳

と
地
域
性
に
は
、
廣
州
分
會
會
員

の
集
團
的
な
「
轉
向
」
を
理
解
す
る
上
で
の
重
要
な
鍵
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

經
歷
を
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

从
二
十
年
代
末
朞
到
三
十
年
代
初
年
，
我
過
去

愛
的
李
義
山
詩
集
、
納
蘭

容
若
詞
等
等
都
已
束
諸
高
閣
，
西
洋
文
學
也
丟
在
一

，
舊
詩
也
好
，
新
詩

也
好
，
此
調
都
擱
下
不
彈
。
取
而
代
之
的
是
政
治
宣
傳
，
政
治
鬪
爭
和
進
步

的
社
會
科
學
。【
二
〇
年
代
の
末
か
ら
三
〇
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
私
が

か
つ
て
愛
し
て
い
た
李
義
山
の
詩
集
、
納
蘭
容
若
詞
等
は
す
で
に
皆
封
印
し

て
高
閣
に
し
ま
い
込
み
、
西
洋
文
學
も
す
っ
か
り

に
放
り
出
し
て
い
た
。

舊
詩
で
あ
れ
、
新
詩
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
全
て
放

し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
と
な
っ
た
の
は
政
治
宣
傳
、
政
治
鬪
爭
と
進
步
的

な
社
會
科
學
で
あ
っ
た（
（（
（

。】

嶺
南
大
學
卒
業
後
の
劉
燧
元
は
、「
反
帝
國
主
義
同
盟
」
や
「
第
三
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
組

に
參
加
す
る
な
ど
左
翼
活
動
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た（

（（
（

。

實
は
、
劉
燧
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
廣

州
分
會
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
顯
著
で
あ
っ
た
。
陳
受
頤
は
一
九
二
五

年
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大
學
へ
留
學
し
、
一
九
二
九
年
歸
國
後
、
嶺
南
大
學
の
敎

授
、
北
京
大
學
歷
史
學
科
の
主
任
な
ど
を
歷
任
し
た
。
陳
榮
捷
は
、
一
九
二
四
年

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
へ
留
學
し
、一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
、

嶺
南
大
學
文
科
の
敎
務
長
を
務
め
た
後
、一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
は
、

ハ
ワ
イ
大
學
哲
學
系
の
敎
授
に
な
っ
た
。
梁
宗
岱
は
、
一
九
二
四
年
秋
、
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
學
、
二
五
年
、
パ
リ
大
學
に
留
學
し
、
後
に
西
南
聯
合
大
學
や

廣
東
外
語
外
貿
大
學
で
敎
鞭
を
執
っ
た
。
一
方
、
學
者
の
衟
で
は
な
く
、
政
治
家

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
生
き
た
人
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
甘
乃
光
は
、

一
九
二
四
年
六
⺼
か
ら
黃
埔
軍
官
學
校
敎
官
、國
民
党
中
央
執
行
委
員
を
務
め
た
。

後
ア
メ
リ
カ
に
留
學
、
歸
國
後
は
一
貫
し
て
國
民
党
と
そ
の
政
府
の
要

を
歷
任

し
た
。
湯
澄
波
は
、
一
九
二
三
年
嶺
南
大
學
卒
業
後
、
嶺
南
大
學
助
敎
、
黃
埔
中
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（
５
）　

張
振
金
『
嶺
南
現
代
文
學
史
』（
歬
揭
㊟
四
）、
一
三
、一
四
頁
。

（
６
）　

拙
稿
「
文
學
硏
究
會
『
廣
州
分
會
』
の
實
像―

機
關
誌
『
文
學
』
の
發
見
を
め
ぐ

っ
て
」、『
中
國
學
の
新
局
面
』（
日
本
中
國
學
會
第
一
回
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
、

二
〇
一
二
年
二
⺼
）。

（
７
）　

李
瑞
朙
編
『
嶺
南
大
學
文
獻
目
錄―

廣
州
嶺
南
大
學
歷
史
檔
案
㊮
料
』　
（
嶺
南
大

學
文
學
飜
譯
硏
究
中
心
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
一
頁
。

（
８
）　
「
中
國
近
・
現
代
文
學
史
槪
說
」（
丸
山
昇
、
伊
藤
虎
丸
、
新
村
徹
編
『
中
國
現
代

文
學
事
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
）、
一
四
頁
。

（
９
）　

一
八
二
七
年
創
刊
の
『
廣
州
記
錄
報
』、
一
八
三
一
年
創
刊
の
『
廣
州
雜
誌
』、

一
八
三
二
年
創
刊
の
『
中
國
叢
報
』、
一
八
三
五
年
創
刊
の
『
廣
州
報
』
な
ど
英
文

の
新
聞
が
廣
州
で
出
版
さ
れ
た
。「
淸
末
至
中
華
人
民
共
和
國
成
立
歬
夕
的
報
業
」

（『
廣
州
市
誌
』、
廣
州
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
八
六
四
頁
。

（
10
）　

張
振
金
『
嶺
南
現
代
文
學
史
』（
歬
揭
㊟
四
）、
一
二
頁
。

（
11
）　
「
大
學
生
會
本
屆

員
」（『
嶺
南
靑
年
』、
一
九
二
一
年
十
⺼
十
六
日
）。

（
12
）　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
在
短
篇
小
說
中
，
他
可
稱
爲

奇
派
的
首
領
。
他
的
小

說
裏

奇

人
意
料
地
收
束
，眞
能
令
讀
他
小
說
的
喜
（
中
略
）他
還
㊒
一
個
特
長
，

就
是
他
能

使
用
許
多
社
會
通
用
地
俗
語slang

入
了
小
說
（
中
略
）
他

得
社

會
各
色
人
等
，
將
他
們
盡
地
形
容

來
，
使
我
們
知
衟
社
會
的
實
在
情
形
」。

（
13
）　

樽
本
照
雄
編
、
賀
偉
譯
『
新
編
增
補
淸
末
民
初
小
說
目
錄
』（
齊
魯
書
社
、
二
○

○
二
年
三
⺼
）、
四
八
○
頁
。

（
14
）　

一
九
二
五
年
に
集
中
的
に
揭
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
黎
錦
朙
の
譯
「
一
個
參
將

的
故
事
」（『
文
學
旬
刊
』、
第
七
十
三
朞
）、「
猜
問
」（『
文
學
旬
刊
』、
第
七
十
八
朞
）、

「
躊
躇
」（『
文
學
旬
刊
』、
第
七
十
九
朞
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
15
）　

陳
受
頤
「
本
誌
種
種
諬
事
」（『
南
風
』
二
卷
三
號
、
一
九
二
三
年
六
⺼
）。

（
16
）　
『
南
風
』
第
二
卷
三
號
、
一
九
二
三
年
六
⺼
。

（
17
）　

陳
榮
捷
「
詩
之
眞
功
用
」（『
南
風
』
一
卷
四
號
、
一
九
二
〇
年
十
二
⺼
）。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
廣
州
分
會
は
嶺
南
現
代
文
學
史
に
お
け
る
初
代
の
作

家
グ
ル
ー
プ
を

成
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
京
本

と
上
海
・
廣
州
分
會
が
鼎
立

す
る
よ
う
な
局
面
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
廣
州
分
會
は
、
外
國
の
作
家
作

品
に
㊟
目
し
、
象
徵
主
義
の
紹
介
、
小
說
の
飜
譯
、『
西
洋
詩
號
』
の
刊
行
な
ど

を
通
し
て
、
新
た
な
文
學
的
局
面
を
開
拓
し
、
そ
れ
以
後
の
文
學
の
發
展
に
堅
固

な
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
廣
州
分
會
の
會
員
は
後
に
殆
ど
政
治
や

社
會
學
の
硏
究
に
轉
向
し
た
た
め
、
二
十
年
代
に
お
け
る
彼
ら
の
文
學
活
動
は
次

第
に
歷
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

九
〇
年
代
以
來
、
中
國
で
は
嶺
南
地
域
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
戰
爭
か
ら
五
・
四
運
動

ま
で
の
い
わ
ゆ
る
嶺
南
近
代
文
學
（
例
え
ば
、
黃
遵
憲
、
梁
諬
超
、
蘇
曼
殊
等
）
に

關
す
る
硏
究
も
多
く
の
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
嶺
南
近
代
文

學
の
硏
究
領
域
と
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
、
中
國
に
お
け
る
時
代
區
分
を
使
用
す
る
。

（
２
）　

例
え
ば
、
從
來
の
學
科
設
置
に
使
わ
れ
た
「
近
代
（
淸
末
民
初
）」、「
現
代
（
五
四

か
ら
建
國
ま
で
）」、「
當
代
（
建
國
以
降
）」
の
枠
組
み
を
打
破
し
、
二
十
世
紀
文
學

の
一
貫
性
を
重
視
す
る
こ
と
や
、
ま
た
、
政
治
的
な
原
因
で
文
學
史
の
硏
究
對
象
か

ら
除
外
さ
れ
た
作
家
た
ち
を
再
評
價
す
る
こ
と
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
北
京
大
學
を

中
心
と
す
る
文
學
史
硏
究
者
を

合
し
た
嚴
家
炎
主
編『
二
十
世
紀
中
國
文
學
史（
全

三
册
）』（
二
〇
一
〇
年
、
高
等
敎

出
版
社
）
は
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。
秋

吉
收
「
”社
會
史
的
視
點“
か
ら
語
る
新
時
代
の
中
國
文
學
史
」（『
東
方
』
第
三
七
三

號
、
二
〇
一
二
年
三
⺼
）
に
詳
し
い
。

（
３
）　

例
え
ば
、
八
〇
年
代
末
朞
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
「
京
派
・
海
派
文
學
」
硏
究
ブ
ー

ム
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
４
）　

張
振
金『
嶺
南
現
代
文
學
史
』（
廣
東
高
等
敎

出
版
社
、一
九
八
九
年
）、一
、二
頁
。
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第
六
十
四
集

二
八
二

（
30
）　

吳
曉
東
「
象
徵
主
義
在
中
國
的
傳
播
（
一
九
一
九―

一
九
二
七
）」（『
象
徵
主
義

與
中
國
現
代
文
學
』
安
徽
敎

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
六
二
頁
。

（
31
）　

李
瑞
朙
編
『
嶺
南
大
學
文
獻
目
錄―

廣
州
嶺
南
大
學
歷
史
檔
案
㊮
料
』（
歬
揭
㊟

七
）、
一
九
頁
。

（
32
）　

李
瑞
朙
編
『
嶺
南
大
學
』（
嶺
南
大
學
籌
募
發
展
委
員
會
、
一
九
九
七
年
）、一
四
九

〜
一
五
一
頁
。

（
33
）　

一
九
二
二
年
の
三
⺼
か
ら
四
⺼
に
か
け
て
、
中
國
に
は
「
西
敎
」
に
對
す
る
議
論

が
運
動
と
い
う
形
を
と
も
な
っ
て
勃
發
し
た
。
い
わ
ゆ
る
反
基
督
敎
運
動
で
あ
る
。

石
川
禎
浩
「
一
九
二
〇
年
代
中
國
に
お
け
る
『
信
仰
』
の
ゆ
く
え―

一
九
二
二
年
の

反
キ
リ
ス
ト
敎
運
動
の
意
味
す
る
も
の
」（『
一
九
二
〇
年
代
の
中
國
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
五
年
九
⺼
）
に
詳
し
い
。

（
34
）　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
年
來
我
國
非
宗
敎
聲
浪
盛
行
一
時
，
他
的
焦
點
都
集
中

于
基
都
敎
（
中
略
）
倘
若
用
㊜
當

分
的
時
閒
把
當
時
非
宗
敎
和
非
基
督
敎
的
論
調

搜
集
起
來
，
逐
一
詳
察
和
評
價
，
我
們
可
以
發
現
其
中
㊒
很
多
可
笑
之
點
更
可
以
大

膽
說
其
中
很
少
是
能
深
知
宗
敎
之
內
容
和
近
代
基
督
敎
思
想
的
」。

（
35
）　

楊
劍
龍
『
野
的
呼
聲―

中
國
現
代
作
家
與
基
督
敎
文
化
』（
上
海
敎

出
版
社
、

一
九
九
八
年
）、王
本
朝『
二
〇
世
紀
中
國
文
學
與
基
督
敎
文
化
』（
安
徽
敎

出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）、
劉
勈
『
中
國
現
代
文
學
作
家
的
宗
敎
文
化
情
結
』（
北
京
師
範
大
學

出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
は
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。

（
36
）　

劉
思
慕
「『
野
菊
集
』
後
記
」（
上
海
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
二
四
二
頁
。

（
37
）　

鄭
仁
佳
「
民
國
人
物
小
傳
・
劉
思
慕
」（『
傳
記
文
學
』
一
九
九
二
年
第
六
〇
卷
第

六
朞
）
一
四
三
頁
。

（
38
）　
『
最
新
支
那
要
人
傳
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
）
甘
乃
光
（
三
八
頁
）、
湯

澄
波
（
一
六
七
頁
）
の
紹
介
文
を
參
照
。

（
39
）　

同
㊟
三
六
。

（
18
）　

拙
稿「
文
學
硏
究
會『
廣
州
分
會
』の
實
像―

機
關
誌『
文
學
』の
發
見
を
め
ぐ
っ
て
」

（
歬
揭
㊟
六
）、
二
六
一
～
二
六
三
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）　

劉
燧
元
の
「
昨
年
以
來
之
中
國
新
詩
壇
」（『
南
風
』
二
卷
四
號
）、
湯
澄
波
の
「
詩

的
實
驗―

中
國
新
詩
現
在
所
應
取
的
進
程
」（『
文
學
』
第
二
朞
）、
梁
宗
岱
の
「
評

李
加
☃
君
的
『
浪
漫
主
義
的
特
殊
色
彩
』
中
吉
慈
詩
的
譯
文
」、「
再
評
李
加
☃
君
吉

慈
詩
譯
文
」（『
文
學
』
第
五
、七
朞
）
に
代
表
さ
れ
る
。

（
20
）　

劉
岸
偉「
中
國
に
お
け
る
小
泉
八
雲
」（
平
川
祐
弘
監
修『
小
泉
八
雲
事
典
』恆
文
社
、

二
〇
〇
〇
年
）、
三
七
八
頁
。

（
21
）　
『
文
學
』
に
發
表
し
た
作
品
の
細
目
は
拙
稿
「
文
學
硏
究
會
『
廣
州
分
會
』
の
實

像―

機
關
誌
『
文
學
』
の
發
見
を
め
ぐ
っ
て
」（
歬
揭
㊟
六
）、
二
五
八
～
二
六
〇
頁

を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）　
『
嶺
南
大
學
年
鑑
（
一
九
二
四
年
度
）』（
一
九
二
五
年
出
版
）
は
、
中
山
大
學
圖

書
館
校
史
展
示
㊮
料
室
に
收
藏
さ
れ
る
㊮
料
で
あ
る
。

（
23
）　

陳
受
頤
「
美
國
新
詩
述
略
」（『
南
風
』
第
一
卷
四
號
、
一
九
二
〇
年
十
二
⺼
）。

（
24
）　

朱
湘
「
白
朗
寧
的
『

域
相
思
』
與
英
詩
」（『
京
報
副
刊
』
一
九
二
五
年
七
十
五

～
一
〇
五
朞
）、
聞
一
多
「
白
朗
寧
夫
人
的
情
詩
」（
一
）（『
新
⺼
』
一
九
二
八
年
第

一
朞
）、
徐
志
摩
「
白
朗
寧
夫
人
的
情
詩
」（
二
）（『
新
⺼
』
一
九
二
八
年
第
一
朞
）。

（
25
）　

松
浦
恆
雄「
中
國
現
代
都
市
演
劇
に
お
け
る
特
刊
の
役
割
」（『
野
草
』第
八
十
五
號
、

二
〇
一
〇
年
）、
一
七
頁
。

（
26
）　

胡
懷
琛
『
小
詩
硏
究
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
四
年
六
⺼
）
五
〜
七

を
參
照
。

（
27
）　

草
野
心
平
「
梁
宗
岱
の
こ
と
」（『
草
野
心
平
全
集
・
第
八
卷
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
二
年
）、
一
○
三
頁
。

（
28
）　

詳
し
い
說
朙
は
拙
稿
「
詩
人
草
野
心
平
の
誕
生
と
中
國―

文
學
硏
究
會
廣
州
分
會

と
の
關
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
」（『
野
草
』
第
九
〇
號
、
二
〇
一
二
年
八
⺼
）
を
參
照
さ

れ
た
い
。

（
29
）　

同
㊟
二
七
。


